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「保有水平耐力計算」による診断 

 

 
 

 

 

 

 

 

 
 



日付：2015年02月27日 16:55:48

御成小学校旧講堂

有限会社　湘南建築工房一級建築士事務所

鎌倉市稲村ガ崎3-9-9

建物名

耐震診断(保有水平耐力計算)

2.地震力計算

1.総合評価

4.壁と柱の荷重変形関係と剛性の算出

3.柱頭柱脚接合部の引抜の検定

6.偏心率とねじれ補正係数の計算

8.水平構面の地震力に対する検定(剛床の判定)

7.鉛直構面の剛性と負担地震力計算

9.階・方向ごとの保有水平耐力と構造特性係数算出

10.形状特性係数の算出

11.鉛直構面の荷重変形関係の算出

12.鉛直構面の保有水平耐力の算出

13.鉛直構面の負担地震力の算出

5.梁上耐力壁の荷重変形関係と剛性の補正

14.鉛直構面の必要保有水平耐力と評点の算出

15.水平構面の変形追従性の確認

ホームズ君耐震診断Pro Ver.4.1.1.0 （プログラム評価範囲外）



注意事項

ホームズ君「耐震診断Pro」の保有水平耐力計算オプション（以下、本システム）は、
一般財団法人日本建築防災協会の「木造住宅耐震診断プログラム評価」の対象範囲外です。
以下にプログラム評価の対象範囲を示します。

　　・一般診断法
　　・精密診断法１

　　・精密診断法２（限界耐力計算）
　　・精密診断法２（保有水平耐力計算）
　　・壁量計算
　　・壁の配置（偏心率、４分割法）
　　・柱頭柱脚金物算定（Ｎ値計算）
　　・梁・桁断面計算
　　・省エネルギー計算
　　・プレゼンボード機能

保有水平耐力計算で建物の耐震性を評価するためには、前提として地震力に対する許容応力度計算を
行い建物各部の安全性を確認することが必要となります。
本システムでは、地震力に対する許容応力度計算の検定項目のうち、柱頭柱脚接合部の引抜力に
対する検定、水平構面の地震力に対する検定などの、保有水平耐力計算に直接影響する部分の
計算のみを行うため、以下の項目は診断者が別途、検定・検討を行い、問題点を報告しています。

　　・地盤の崩壊等
　　・地盤と基礎の検定
　　・土台の曲げとアンカーボルトの引張およびせん断の検定
　　・横架材接合部の引抜力に対する検定
　　・屋根葺き材等の検討
　　・筋かいの座屈に対する検定
　　・梁上耐力壁の載る梁の短期曲げ、せん断の検定

【プログラム評価範囲】

【保有水平耐力計算オプションにおける注意点】

●プログラム評価対象の機能

●プログラム評価対象外の機能

ホームズ君耐震診断Pro Ver.4.1.1.0 （プログラム評価範囲外）

本ソフトウェアは、一般財団法人 日本建築防災協会発行の2012年改訂版「木造住宅の耐震診断と補強
方法」の精密診断法２（保有水平耐力計算）に準拠した結果を出力しています。

2012年改訂版「木造住宅の耐震診断と補強方法」では診断の対象とする地震を、建物がその耐用年数の
間にごくまれに遭遇するかもしれない大地震動としています。

本ソフトウェアの診断結果に問題がなくても、地震による被害を受けないことを保証するものではあり
ません。

・

・

・



柔床ルート計算方法

--26.369.27

第2種地盤

8,130mm軒高と棟高の平均

Ⅱ ひび割れのある鉄筋コンクリート基礎(部分的に変更)

調査日 2017年01月10日 高野　淳一　診断者

備考

建物コード

建物名

建築地

建物用途

構法竣工年月

000000

御成小学校旧講堂

神奈川県鎌倉市御成町19番1号

講堂

在来軸組構法1933年10月 (昭和8年)

基礎仕様

地震地域係数Z 1.00

多雪区域区分 一般

建物概要

検定結果（柱頭柱脚接合部）

外壁材種 耐力無

-

4,975mm

2階階高

1階階高

地盤種別

軟弱地盤割増 軟弱地盤ではない。 1.0

1階 2階

62本 -

係数

※検定NGの柱に取り付く壁の荷重変形関係には低減がかかります。

61本 -

検定OK

検定NG

検定結果（偏心率）

1階X方向

※柔床ルートの計算のため、偏心率は保有水平耐力計算には影響しません。

0.02偏心率

1階Y方向

0.06

2階X方向

-

2階Y方向

-

検定結果（水平構面）

1階X方向

0箇所検定OK

1階Y方向

0箇所

2階X方向

-

2階Y方向

-

8箇所検定NG 7箇所 - -

水平構面の検定NGの箇所が存在します。

※検定NG欄の右側の数値は検定比の最大値を示します。

1階：1.25必要保有水平耐力割増

-

-

y10'

x21

通り

-

-

0.01

0.04

-

-

208.95

112.30

階 方向
保有水平耐力

Que(kN)
グラフ

 

X

Y

X
2

-

-

2.58

Y
1

5.21

上部構造評点 = 保有水平耐力(Que) ／ 必要保有水平耐力(Qun)

0.7 1.0   1.5
必要保有水平耐力

Qun(kN)
上部構造評点

Que/Qun

※階・方向ごとに評点最小となる鉛直構面の値を表示

水平構面の変形追従性の確認

全ての水平構面で変形角≦損傷限界変形角となるため、本システムの保有水平耐力計算が適用可能。

1階X方向

3箇所検定OK

1階Y方向

5箇所

2階X方向 2階Y方向

-

0箇所検定NG 0箇所 -

上部構造評点
のうち最小の値

評点 判定

1.5以上

1.0以上～1.5未満

0.7以上～1.0未満

0.7未満

◎倒壊しない

○一応倒壊しない

△倒壊する可能性がある

×倒壊する可能性が高い

0.01

上部構造の耐力の評価 （建築基準法の想定する大地震動での倒壊の可能性）

＜精密診断法2＞

1.総合評価 日付：2015年02月27日 16:55:48

建物コード：000000

御成小学校旧講堂

ホームズ君耐震診断Pro Ver.4.1.1.0 （プログラム評価範囲外）
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各部の検討

上部構造評点以外の、建物各部における問題点等

【①地盤の崩壊等】
平坦な上、地業を施された形跡が有ると思われる。

【②基礎の破損・亀裂等】
有筋なコンクリート布基礎であるが、経年による強度劣化は見られる。

【③土台とアンカーボルトの破壊】
隅柱のみアンカーボルトの設置が有りますが建物全体としては不足していると思われる。

【④横架材接合部の外れ】
ボルトに経年劣化が見られ、地震時に働く力による接合部の外れが生じる恐れが有ると思われる。

【⑤屋根葺き材の落下】
屋根全体に劣化が著しく、欠損、穴開き、ズレが生じており緊急に葺き替える必要があると思われる。

【⑥その他】
既存建物には塔屋がツインタワーの形状で有りますがソフトには入力が出来ないため、部分荷重のみ入力しておりま
す。外観が異なりますがご了承ください。

筋違はk型で設置されておりK型ブレースの壁基準耐力は２段数での数値を採用する。

＜精密診断法2＞

1.総合評価 日付：2015年02月27日 16:55:48

建物コード：000000

御成小学校旧講堂

ホームズ君耐震診断Pro Ver.4.1.1.0 （プログラム評価範囲外）
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固定荷重(G)

構成部材仕様名 荷重(N/㎡)分類

屋根（厚形スレート葺き/母屋スパ
ン2m以下）

石綿スレート 250屋根

母屋（スパン2m以下) 50

300合計

軒天(下見板張、羽目板張又は繊
維板)

布裏甲 100軒天

100合計

天井(しっくい塗/梁・桁スパン8m
以下)

しっくい(つり木、受木、下地含む) 390天井

梁・桁(スパン18ｍ) 520

格天井 150

1,060合計

外壁(下見板張、羽目板張又は繊
維板)

下見板、羽目板、繊維板(下地含む) 100外壁

軸組 150

木摺漆喰 100

350合計

間仕切壁(木ずりしっくい塗) 木ずりしっくい(下地含む) 340間仕切壁

軸組 300

木ずりしっくい(下地含む) 340

980合計

＜精密診断法2＞

2.地震力計算(1) 日付：2015年02月27日 16:55:48

建物コード：000000

御成小学校旧講堂

ホームズ君耐震診断Pro Ver.4.1.1.0 （プログラム評価範囲外）
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積載荷重(P)

地震力計算用積載荷重（N/㎡) 2,100

積雪荷重(S)

追加積載(1階屋根 6寸勾配)(N/㎡) 300

追加積載(1階屋根 6寸勾配)(N/㎡) 300

追加積載(1階屋根 6寸勾配)(N/㎡) 300

追加積載(1階屋根 6寸勾配)(N/㎡) 300

※本建物の建築地は一般区域のため、地震力に積雪荷重は算入しない。

設計荷重

地震力用設計荷重(N/㎡)部位

300/cos30.96°＝350(G)屋根(6寸勾配)

100(G)軒天(水平)

1060(G)天井(水平)

350(G)外壁

980(G)間仕切壁

＜精密診断法2＞

2.地震力計算(2) 日付：2015年02月27日 16:55:48

建物コード：000000

御成小学校旧講堂

ホームズ君耐震診断Pro Ver.4.1.1.0 （プログラム評価範囲外）
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地震力用面積計算表

部位 区画 縦(m) 横(m) 面積(㎡) 備考 面積合計(㎡)

19.089 19.089 364.3899211階屋根(勾配6寸) YnA 852.73

0.001 ▲19.089 0.009545YnB

23.634 8.181 193.349754YnC

19.089 15.453 294.982317YnD

19.089 1.364 26.0373961階軒天(水平) NtA 173.53

0.001 ▲19.089 0.009545NtB

1.364 17.725 24.176900NtC

1.363 17.725 24.159175NtD

1.364 2.273 3.100372NtE

5.908 1.364 8.058512NtF

1.363 0.909 1.238967NtG

1.364 19.998 27.277272NtH

1.363 4.545 6.194835NtI

5.908 1.363 8.052604NtJ

1.363 14.090 19.204670NtK

19.089 1.363 26.018307NtL

16.362 19.089 312.3342181階水平天井 TnA 679.20

20.907 5.454 114.026778TnB

16.362 15.453 252.841986TnC

1.061 2.121 2.250381屋根積載(1階 勾配6寸
)

YsA 2.25

1.060 2.121 2.248260屋根積載(1階 勾配6寸
)

YsB 2.25

1.061 2.121 2.250381屋根積載(1階 勾配6寸
)

YsC 2.25

1.060 2.121 2.248260屋根積載(1階 勾配6寸
)

YsD 2.25

※「備考」： ▲　→　三角形区画

＜精密診断法2＞

2.地震力計算(3) 日付：2015年02月27日 16:55:48

建物コード：000000

御成小学校旧講堂

ホームズ君耐震診断Pro Ver.4.1.1.0 （プログラム評価範囲外）
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地震力用部位別壁長計算表

部位 方向 通り 壁長さ(m) 壁長さ合計(m)

y0 5.151 14.2411階外壁(壁高3.51m) X方向

x21 4.545Y方向

x27 4.545

y23 39.996 107.5651階外壁(壁高4.975m) X方向

y5 34.542

y0 0.303

x0 16.362Y方向

x44 16.362

y18 8.181 91.8091階内壁(壁高4.975m) X方向

y16 0.909

y14 3.636

y12 4.545

y10' 3.636

y10 4.545

y8 3.636

y5 1.818

x4 16.362Y方向

x32 9.090

x34 3.636

x35 3.636

x38 16.362

x40 11.817

y14 34.542 71.7851階妻壁 X方向

x3 10.909Y方向

x41 10.908

- 15.426斜め

＜精密診断法2＞

2.地震力計算(5) 日付：2015年02月27日 16:55:48

建物コード：000000

御成小学校旧講堂

ホームズ君耐震診断Pro Ver.4.1.1.0 （プログラム評価範囲外）
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各階(層)地震用荷重の計算

層 部位 壁長
(m)

壁高さ
(m)

面積
(㎡)

単位荷重
(kN/㎡)

荷重
(kN)

層の荷重
Wi(kN)

- - 852.731層 1階屋根(勾配6寸) 0.350 298.46 1,433.79

- - 173.53(1階上部) 1階軒天(水平) 0.100 17.36

- - 679.201階水平天井 1.060 719.96

- - 2.25屋根積載(2階 勾配6寸) 0.350 0.79

- - 2.25屋根積載(2階 勾配6寸) 0.350 0.79

- - 2.25屋根積載(2階 勾配6寸) 0.350 0.79

- - 2.25屋根積載(2階 勾配6寸) 0.350 0.79

14.241 1.755 25.001階外壁(上半分)(壁高3.51m) 0.350 8.75

107.565 2.488 267.631階外壁(上半分)(壁高4.976m) 0.350 93.68

91.809 2.488 228.431階内壁(上半分)(壁高4.976m) 0.980 223.87

71.785 2.728 195.831階妻壁 0.350 68.55

※壁高さは外壁、内壁、外部袖壁は階高/2、バルコニー腰壁は1.1m、妻壁は(その階の最高屋根高さ-軒高)/2とする。
※妻壁には外壁の単位荷重を、パラペットには外部袖壁の単位荷重をそれぞれ適用する。

各階(層)地震力の計算

層
(階)

層の荷重
Wi

(kN)

層の
支持荷重

∑Wi
(kN)

軒高と棟高
の平均

h
(m)

建築物の
固有周期

T
(s)

- - - 8.130 0.244

層せん断力
分布係数

Ai
-

地震地域
係数

Z

振動特性
係数
Rt

地震力
Qud
(kN)

1.00 1.00 -

- - - - -

1,433.79 1,433.79 1.000 1.000 1,433.79

3

2

1

地盤割増

β

1.00

αi = (i 階より上の全荷重)／(1階より上の全荷重) = ΣWi／ΣW1

αi

T = 0.03×h

Ai = 1 + ( (1/√αi) - αi ) × ( 2T / (1+3T) )

Rt = 1.0                            （T＜Tcの場合）

Qud = ΣWi×Ci×β

Rt = 1-0.2（T/Tc－1)^2　　　（Tc≦T＜2Tcの場合）
Rt = 1.6×Tc／T　　　　　　　（2Tc≦Tの場合）

（Tc：地盤種別によって決まる値　　第１種地盤　0.4　　第２種地盤　0.6　　第３種地盤　0.8）

標準せん
断力係数

C0
1.0

地震層せん断力係数 Ci

= ΣWi×（Z×Rt×Ai×C0）×β

＜精密診断法2＞

2.地震力計算(7) 日付：2015年02月27日 16:55:48

建物コード：000000

御成小学校旧講堂

ホームズ君耐震診断Pro Ver.4.1.1.0 （プログラム評価範囲外）
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鉛直荷重による押さえの効果を示す係数Lの算出

出隅柱が荷重を受ける範囲 その他の柱が荷重を受ける範囲

■寸法情報

 屋根勾配 (寸) 6

 A　軒・ケラバの出 (mm)

 B　出隅柱の隣接柱との距離の1/2 (mm)

 C　その他の柱の両側隣接柱との距離の1/2 (mm)

1,380

909

1,818

 D　その他の柱の内部柱との距離の1/2 (mm) 1,818

■負担範囲

出隅柱

その他の柱
(A＋B)  ＝

屋根
2 5.239

(A＋D)×C＝

軒天 天井・床・積載 外壁

負担面積(㎡)

5.813

(A＋B)  －B  ＝ 4.413

A×C＝ 2.508

B  ＝ 0.826

C×D＝ 3.305

B×2＝ 1.818

C＝ 1.818

負担長さ(m)

2 2 2

※以下の設定が建物全体の柱に適用されます。
    部分的に変更がある場合は「柱のN値計算」で示されます。

■鉛直荷重による押さえの効果を示す係数L

出隅柱

その他の柱

1階柱
(下屋部分)

0.33

係数L

0.59

1階柱
(2階建て部分)

-

-

2階柱
(下屋部分)

-

-

【計算式】
1階柱（下屋部分） 係数L＝(1階屋根荷重＋1階軒天荷重＋1階天井荷重)／(1階階高×1.96)
1階柱（2階建て部分） 係数L＝(2階屋根荷重＋2階軒天荷重＋1階天井荷重＋2階天井荷重

            ＋2階床・積載荷重＋2階外壁荷重)／(1階階高×1.96)
2階柱 係数L＝(2階屋根荷重＋2階軒天荷重＋2階天井荷重)／(2階階高×1.96)

屋根荷重＝負担面積(屋根)×設計荷重(屋根)
軒天荷重＝負担面積(軒天)×設計荷重(軒天)
天井荷重＝負担面積(天井・床・積載)×設計荷重(天井)
床・積載荷重＝負担面積(天井・床・積載)×設計荷重(床)
外壁荷重＝負担長さ(外壁)×設計荷重(外壁)×階高

※設計荷重は「2.地震力計算(2)」を参照

：
：

：

＜精密診断法2＞

3.柱頭柱脚接合部の引抜の検定(1) 日付：2015年02月27日 16:55:48

建物コード：000000

御成小学校旧講堂

ホームズ君耐震診断Pro Ver.4.1.1.0 （プログラム評価範囲外）
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柱のN値計算

■1階柱の計算

階

L N値

柱状況 パターン A1補正
値

B1
当該階方

向 柱状況 パターン A2
A3

補正
値

B2
B3

上階柱

柱 スパン
逆比

AB2'
AB3'

-他柱 0.00     |／ 1.62 -0.5 1.12 0.5 - - - - - 0.59 -0.061 X - - -

-他柱 1.62  ／|    0.00 0.5 2.12 0.5 - - - - - 0.87Y - - -

-他柱 1.62  ／|    0.00 0.5 2.12 0.5 - - - - - 0.59 0.872 X - - -

-他柱 0.00     |／ 1.62 -0.5 1.12 0.5 - - - - - 0.59 -0.063 X - - -

-他柱 1.03  □|    0.00 0.0 1.03 0.5 - - - - - -0.14Y - - -

-他柱 1.62  ／|    0.00 0.5 2.12 0.5 - - - - - 0.59 0.874 X - - -

-他柱 0.00     |／ 1.62 -0.5 1.12 0.5 - - - - - 0.59 -0.065 X - - -

-他柱 1.62  ／|＼ 1.62 1.0 1.00 0.5 - - - - - 0.59 -0.176 X - - -

-他柱 1.62  ＼|    0.00 -0.5 1.12 0.5 - - - - - 0.59 -0.067 X - - -

-他柱 0.00     |／ 1.62 -0.5 1.12 0.5 - - - - - 0.59 -0.0612 X - - -

-他柱 1.62  ／|    0.00 0.5 2.12 0.5 - - - - - 0.59 0.8713 X - - -

-他柱 0.00     |＼ 1.62 0.5 2.12 0.5 - - - - - 0.59 0.8714 X - - -

-他柱 1.62  ＼|    0.00 -0.5 1.12 0.5 - - - - - 0.59 -0.0615 X - - -

-他柱 0.00     |／ 1.62 -0.5 1.12 0.5 - - - - - 0.59 -0.0617 X - - -

-他柱 1.99  ／|    0.00 0.5 2.49 0.5 - - - - - 1.21Y - - -

-他柱 1.62  ／|    0.00 0.5 2.12 0.5 - - - - - 0.59 0.8718 X - - -

-他柱 0.00     |＼ 1.62 0.5 2.12 0.5 - - - - - 0.59 0.8719 X - - -

-他柱 1.62  ＼|    0.00 -0.5 1.12 0.5 - - - - - 0.59 -0.0620 X - - -

-他柱 1.99  ／|    0.00 0.5 2.49 0.5 - - - - - 1.21Y - - -

-他柱 0.00     |＼ 1.62 0.5 2.12 0.5 - - - - - ※0.22 1.5521 X - - -

-他柱 1.99  ／|    0.00 0.5 2.49 0.5 - - - - - 1.89Y - - -

-他柱 1.62  ＼|    0.00 -0.5 1.12 0.5 - - - - - 0.59 -0.0622 X - - -

-他柱 0.00     |／ 1.62 -0.5 1.12 0.5 - - - - - 0.59 -0.0623 X - - -

-他柱 1.62  ／|    0.00 0.5 2.12 0.5 - - - - - ※0.05 1.8624 X - - -

-他柱 1.62  ／|    0.00 0.5 2.12 0.5 - - - - - 1.86Y - - -

-他柱 0.00     |／ 1.62 -0.5 1.12 0.5 - - - - - 0.59 -0.0625 Y - - -

-他柱 0.00     |／ 1.99 -0.5 1.49 0.5 - - - - - 0.59 0.2926 Y - - -

-他柱 0.00     |／ 1.62 -0.5 1.12 0.5 - - - - - 0.59 -0.0627 Y - - -

-他柱 0.00     |□ 1.03 0.0 1.03 0.5 - - - - - 0.59 -0.1428 Y - - -

-他柱 0.00     |／ 1.99 -0.5 1.49 0.5 - - - - - 0.59 0.2929 Y - - -

-他柱 0.00     |／ 1.99 -0.5 1.49 0.5 - - - - - 0.59 0.2930 Y - - -

-他柱 1.99  ＼|    0.00 -0.5 1.49 0.5 - - - - - 0.59 0.2932 Y - - -

-他柱 1.99  ＼|    0.00 -0.5 1.49 0.5 - - - - - 0.59 0.2933 Y - - -

-他柱 1.99  ＼|    0.00 -0.5 1.49 0.5 - - - - - 0.59 0.2934 Y - - -

-他柱 1.99  ＼|    0.00 -0.5 1.49 0.5 - - - - - 0.59 0.2935 Y - - -

-他柱 1.99  ＼|＼ 1.99 1.0 1.00 0.5 - - - - - 0.59 -0.1737 Y - - -

-他柱 1.62  ／|    0.00 0.5 2.12 0.5 - - - - - 0.59 0.8738 Y - - -

-他柱 0.00     |／ 0.97 -0.5 0.47 0.5 - - - - - 0.59 -0.6539 X - - -

-他柱 0.00     |＼ 1.99 0.5 2.49 0.5 - - - - - 1.21Y - - -

-他柱 0.97  ／|／ 1.99 1.0 2.02 0.5 - - - - - 0.59 0.7740 X - - -

-他柱 1.99  ／|＼ 1.99 1.0 1.00 0.5 - - - - - 0.59 -0.1741 X - - -

-他柱 1.99  ＼|／ 1.99 0.0 0.00 0.5 - - - - - 0.59 -1.0942 X - - -

-他柱 1.99  ／|    0.00 0.5 2.49 0.5 - - - - - 0.59 1.2143 X - - -

-他柱 1.99  ／|＼ 1.99 1.0 1.00 0.5 - - - - - -0.17Y - - -

-他柱 0.00     |＼ 1.99 0.5 2.49 0.5 - - - - - 0.59 1.2144 X - - -

-他柱 1.99  ／|＼ 1.99 1.0 1.00 0.5 - - - - - -0.17Y - - -

＜精密診断法2＞

3.柱頭柱脚接合部の引抜の検定(2) 日付：2015年02月27日 16:55:48

建物コード：000000

御成小学校旧講堂

ホームズ君耐震診断Pro Ver.4.1.1.0 （プログラム評価範囲外）
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パターン : 柱両側の耐力壁の取り付きを表しています。    Ｘ：筋かいダブル　　／：筋かいシングル　　□：面材耐力壁

上階 柱状況 : （　）表記は、下階の柱から見た上階の柱の平面位置を表しています。

■表記の説明

方向 : 柱に斜め方向の耐力壁が取り付く場合は方向が「Z1方向」「Z2方向」となります。（最大斜め2方向まで）

#は、同位置の耐力壁の合計壁倍率を上限値の7.0に低減して計算していることを表しています。

数値は柱両側の壁の換算壁倍率です。（耐震診断における無開口壁の壁基準耐力÷1.96）

L : 「3.柱頭柱脚接合部の引抜の検定(1)」を参照。

診断者が部分的に変更した箇所は「※」付きで表示されます。

N値 : 階高による補正（階高/2.7）が掛けられています。



＜精密診断法2＞

3.柱頭柱脚接合部の引抜の検定(2) 日付：2015年02月27日 16:55:48

建物コード：000000

御成小学校旧講堂

ホームズ君耐震診断Pro Ver.4.1.1.0 （プログラム評価範囲外）

柱のN値計算

■1階柱の計算（続き）

階

L N値

柱状況 パターン A1補正
値

B1
当該階方

向 柱状況 パターン A2
A3

補正
値

B2
B3

上階柱

柱 スパン
逆比

AB2'
AB3'

-他柱 1.99  ＼|    0.00 -0.5 1.49 0.5 - - - - - 0.59 0.2945 X - - -

-他柱 1.99  ／|＼ 1.99 1.0 1.00 0.5 - - - - - 0.59 -0.1748 Y - - -

-他柱 0.00     |／ 1.99 -0.5 1.49 0.5 - - - - - 0.59 0.2949 Y - - -

-他柱 0.00     |／ 1.62 -0.5 1.12 0.5 - - - - - 0.59 -0.0650 Y - - -

-他柱 0.00     |／ 1.99 -0.5 1.49 0.5 - - - - - 0.59 0.2951 Y - - -

-他柱 1.62  ＼|    0.00 -0.5 1.12 0.5 - - - - - 0.59 -0.0652 Y - - -

-他柱 1.03  □|／ 1.99 -0.5 0.46 0.5 - - - - - 0.59 -0.6653 Y - - -

-他柱 1.99  ＼|    0.00 -0.5 1.49 0.5 - - - - - 0.59 0.2954 Y - - -

-他柱 1.62  ／|    0.00 0.5 2.12 0.5 - - - - - 0.59 0.8755 Y - - -

-他柱 0.00     |＼ 1.99 0.5 2.49 0.5 - - - - - 0.59 1.2157 X - - -

-他柱 0.00     |＼ 1.99 0.5 2.49 0.5 - - - - - 1.21Y - - -

-他柱 1.99  ＼|／ 1.99 0.0 0.00 0.5 - - - - - 0.59 -1.0958 X - - -

-他柱 1.99  ／|    0.00 0.5 2.49 0.5 - - - - - 0.59 1.2159 X - - -

-他柱 0.00     |／ 1.62 -0.5 1.12 0.5 - - - - - -0.06Y - - -

-他柱 0.00     |＼ 1.62 0.5 2.12 0.5 - - - - - 0.59 0.8760 Y - - -

-他柱 1.99  ＼|□ 1.03 -0.5 0.46 0.5 - - - - - 0.59 -0.6661 Y - - -

-他柱 0.00     |＼ 1.99 0.5 2.49 0.5 - - - - - 0.59 1.2163 X - - -

-他柱 1.99  ＼|    0.00 -0.5 1.49 0.5 - - - - - 0.59 0.2964 X - - -

-他柱 1.99  ／|＼ 1.99 1.0 1.00 0.5 - - - - - 0.59 -0.1766 Y - - -

-他柱 0.00     |＼ 1.90 0.5 2.40 0.5 - - - - - 0.59 1.1267 X - - -

-他柱 1.99  ／|    0.00 0.5 2.49 0.5 - - - - - 1.21Y - - -

-他柱 1.90  ＼|    0.00 -0.5 1.40 0.5 - - - - - 0.59 0.2068 X - - -

-他柱 0.00     |／ 1.90 -0.5 1.40 0.5 - - - - - 0.59 0.2069 X - - -

-他柱 1.90  ／|    0.00 0.5 2.40 0.5 - - - - - 0.59 1.1270 X - - -

-他柱 0.00     |／ 0.97 -0.5 0.47 0.5 - - - - - 0.59 -0.6571 X - - -

-他柱 1.99  ／|    0.00 0.5 2.49 0.5 - - - - - 1.21Y - - -

-他柱 0.97  ／|／ 1.99 1.0 2.02 0.5 - - - - - 0.59 0.7772 X - - -

-他柱 1.99  ／|＼ 1.99 1.0 1.00 0.5 - - - - - 0.59 -0.1773 X - - -

-他柱 1.99  ＼|／ 1.99 0.0 0.00 0.5 - - - - - 0.59 -1.0974 X - - -

-他柱 1.99  ／|    0.00 0.5 2.49 0.5 - - - - - 0.59 1.2175 X - - -

-他柱 1.99  ／|    0.00 0.5 2.49 0.5 - - - - - 1.21Y - - -

-他柱 1.99  ／|／ 1.99 1.0 1.00 0.5 - - - - - 0.59 -0.1778 Y - - -

-他柱 0.00     |／ 1.99 -0.5 1.49 0.5 - - - - - 0.59 0.2979 Y - - -

-他柱 0.00     |／ 1.99 -0.5 1.49 0.5 - - - - - 0.59 0.2980 Y - - -

-他柱 0.00     |／ 1.99 -0.5 1.49 0.5 - - - - - 0.59 0.2981 Y - - -

-他柱 0.00     |＼ 1.99 0.5 2.49 0.5 - - - - - 0.59 1.2182 X - - -

-他柱 0.00     |／ 1.99 -0.5 1.49 0.5 - - - - - 0.29Y - - -

-他柱 1.99  ＼|    0.00 -0.5 1.49 0.5 - - - - - 0.59 0.2983 X - - -

-他柱 0.00     |／ 1.99 -0.5 1.49 0.5 - - - - - 0.59 0.2984 X - - -

-他柱 1.99  ／|    0.00 0.5 2.49 0.5 - - - - - 0.59 1.2185 X - - -

-他柱 1.62  ／|    0.00 0.5 2.12 0.5 - - - - - 0.59 0.8786 Y - - -

-他柱 1.03  □|    0.00 0.0 1.03 0.5 - - - - - 0.59 -0.1487 Y - - -

-他柱 1.99  ＼|    0.00 -0.5 1.49 0.5 - - - - - 0.59 0.2988 Y - - -

-他柱 1.99  ＼|    0.00 -0.5 1.49 0.5 - - - - - 0.59 0.2989 Y - - -

-他柱 1.62  ＼|    0.00 -0.5 1.12 0.5 - - - - - 0.59 -0.0690 Y - - -

-他柱 0.00     |□ 0.52 0.0 0.52 0.5 - - - - - 0.59 -0.6191 X - - -

13

パターン : 柱両側の耐力壁の取り付きを表しています。    Ｘ：筋かいダブル　　／：筋かいシングル　　□：面材耐力壁

上階 柱状況 : （　）表記は、下階の柱から見た上階の柱の平面位置を表しています。

■表記の説明

方向 : 柱に斜め方向の耐力壁が取り付く場合は方向が「Z1方向」「Z2方向」となります。（最大斜め2方向まで）

#は、同位置の耐力壁の合計壁倍率を上限値の7.0に低減して計算していることを表しています。

数値は柱両側の壁の換算壁倍率です。（耐震診断における無開口壁の壁基準耐力÷1.96）

L : 「3.柱頭柱脚接合部の引抜の検定(1)」を参照。

診断者が部分的に変更した箇所は「※」付きで表示されます。

N値 : 階高による補正（階高/2.7）が掛けられています。



柱のN値計算

■1階柱の計算（続き）

階

L N値

柱状況 パターン A1補正
値

B1
当該階方

向 柱状況 パターン A2
A3

補正
値

B2
B3

上階柱

柱 スパン
逆比

AB2'
AB3'

-他柱 0.00     |／ 1.62 -0.5 1.12 0.5 - - - - - -0.06Y - - -

-他柱 0.52  □|    0.00 0.0 0.52 0.5 - - - - - 0.59 -0.6192 X - - -

-他柱 0.00     |□ 0.52 0.0 0.52 0.5 - - - - - 0.59 -0.6193 X - - -

-他柱 0.52  □|／ 1.62 -0.5 0.60 0.5 - - - - - ※0.26 0.0794 X - - -

-他柱 0.00     |□ 1.03 0.0 1.03 0.5 - - - - - 0.47Y - - -

-他柱 1.62  ／|    0.00 0.5 2.12 0.5 - - - - - 0.59 0.8795 X - - -

-他柱 0.00     |／ 1.62 -0.5 1.12 0.5 - - - - - 0.59 -0.06102 X - - -

-他柱 1.62  ／|／ 2.13 1.0 1.51 0.5 - - - - - ※0.10 1.21103 X - - -

-他柱 1.48  ／|    0.00 0.5 1.98 0.5 - - - - - 1.64Y - - -

-他柱 2.13  ／|    0.00 0.5 2.63 0.5 - - - - - 0.59 1.34104 X - - -

-他柱 0.00     |＼ 2.13 0.5 2.63 0.5 - - - - - 0.59 1.34105 X - - -

-他柱 2.13  ＼|＼ 1.62 1.0 1.51 0.5 - - - - - ※0.10 1.21106 X - - -

-他柱 1.48  ／|    0.00 0.5 1.98 0.5 - - - - - 1.64Y - - -

-他柱 1.62  ＼|    0.00 -0.5 1.12 0.5 - - - - - 0.59 -0.06107 X - - -

-他柱 0.00     |＼ 1.62 0.5 2.12 0.5 - - - - - ※0.35 1.31109 X - - -

-他柱 0.00     |＼ 1.99 0.5 2.49 0.5 - - - - - 1.65Y - - -

-他柱 1.62  ＼|    0.00 -0.5 1.12 0.5 - - - - - 0.59 -0.06110 X - - -

-他柱 0.00     |／ 1.62 -0.5 1.12 0.5 - - - - - 0.59 -0.06111 X - - -

-他柱 1.62  ／|＼ 1.62 1.0 1.00 0.5 - - - - - ※0.31 0.35112 X - - -

-他柱 0.00     |＼ 1.99 0.5 2.49 0.5 - - - - - 1.72Y - - -

-他柱 1.62  ＼|    0.00 -0.5 1.12 0.5 - - - - - 0.59 -0.06113 X - - -

-他柱 0.00     |／ 1.62 -0.5 1.12 0.5 - - - - - 0.59 -0.06114 X - - -

-他柱 1.62  ／|    0.00 0.5 2.12 0.5 - - - - - ※0.08 1.81115 X - - -

-他柱 0.00     |＼ 1.62 0.5 2.12 0.5 - - - - - 1.81Y - - -

-他柱 0.00     |／ 1.48 -0.5 0.98 0.5 - - - - - 0.59 -0.18116 Y - - -

-他柱 0.00     |／ 1.48 -0.5 0.98 0.5 - - - - - 0.59 -0.18117 Y - - -

-他柱 1.48  ＼|    0.00 -0.5 0.98 0.5 - - - - - 0.59 -0.18118 Y - - -

-他柱 1.48  ＼|    0.00 -0.5 0.98 0.5 - - - - - 0.59 -0.18119 Y - - -

-出隅 0.00     |＼ 1.48 0.5 1.98 0.8 - - - - - ※0.20 2.55120 X - - -

-出隅 0.00     |＼ 1.48 0.5 1.98 0.8 - - - - - 2.55Y - - -

-他柱 1.48  ＼|    0.00 -0.5 0.98 0.5 - - - - - 0.59 -0.18121 X - - -

-他柱 0.00     |／ 1.48 -0.5 0.98 0.5 - - - - - 0.59 -0.18122 X - - -

-出隅 1.48  ／|    0.00 0.5 1.98 0.8 - - - - - ※0.20 2.55123 X - - -

-出隅 0.00     |＼ 1.48 0.5 1.98 0.8 - - - - - 2.55Y - - -

＜精密診断法2＞

3.柱頭柱脚接合部の引抜の検定(2) 日付：2015年02月27日 16:55:48

建物コード：000000

御成小学校旧講堂

ホームズ君耐震診断Pro Ver.4.1.1.0 （プログラム評価範囲外）
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パターン : 柱両側の耐力壁の取り付きを表しています。    Ｘ：筋かいダブル　　／：筋かいシングル　　□：面材耐力壁

上階 柱状況 : （　）表記は、下階の柱から見た上階の柱の平面位置を表しています。

■表記の説明

方向 : 柱に斜め方向の耐力壁が取り付く場合は方向が「Z1方向」「Z2方向」となります。（最大斜め2方向まで）

#は、同位置の耐力壁の合計壁倍率を上限値の7.0に低減して計算していることを表しています。

数値は柱両側の壁の換算壁倍率です。（耐震診断における無開口壁の壁基準耐力÷1.96）

L : 「3.柱頭柱脚接合部の引抜の検定(1)」を参照。

診断者が部分的に変更した箇所は「※」付きで表示されます。

N値 : 階高による補正（階高/2.7）が掛けられています。



柱頭柱脚接合部の引抜の検定

階 最大N値 保有N値 検定比柱 金物記号 検定

1 1 0.87 (い) 0.00 - NG

1 2 0.87 (い) 0.00 - NG

1 3 -0.06 (い) 0.00 0.00 OK

1 4 0.87 (い) 0.00 - NG

1 5 -0.06 (い) 0.00 0.00 OK

1 6 -0.17 (い) 0.00 0.00 OK

1 7 -0.06 (い) 0.00 0.00 OK

1 8 0.00 (い) 0.00 0.00 OK

1 9 0.00 (い) 0.00 0.00 OK

1 10 0.00 (い) 0.00 0.00 OK

1 11 0.00 (い) 0.00 0.00 OK

1 12 -0.06 (い) 0.00 0.00 OK

1 13 0.87 (い) 0.00 - NG

1 14 0.87 (い) 0.00 - NG

1 15 -0.06 (い) 0.00 0.00 OK

1 16 0.00 (い) 0.00 0.00 OK

1 17 1.21 (い) 0.00 - NG

1 18 0.87 (い) 0.00 - NG

1 19 0.87 (い) 0.00 - NG

1 20 1.21 (い) 0.00 - NG

1 21 1.89 (い) 0.00 - NG

1 22 -0.06 (い) 0.00 0.00 OK

1 23 -0.06 (い) 0.00 0.00 OK

1 24 1.86 (い) 0.00 - NG

1 25 -0.06 (い) 0.00 0.00 OK

1 26 0.29 (い) 0.00 - NG

1 27 -0.06 (い) 0.00 0.00 OK

1 28 -0.14 (い) 0.00 0.00 OK

1 29 0.29 (い) 0.00 - NG

1 30 0.29 (い) 0.00 - NG

1 31 0.00 (い) 0.00 0.00 OK

1 32 0.29 (い) 0.00 - NG

1 33 0.29 (い) 0.00 - NG

1 34 0.29 (い) 0.00 - NG

1 35 0.29 (い) 0.00 - NG

1 36 0.00 (い) 0.00 0.00 OK

1 37 -0.17 (い) 0.00 0.00 OK

1 38 0.87 (い) 0.00 - NG

1 39 1.21 (い) 0.00 - NG

1 40 0.77 (い) 0.00 - NG

1 41 -0.17 (い) 0.00 0.00 OK

1 42 -1.09 (い) 0.00 0.00 OK

1 43 1.21 (い) 0.00 - NG

1 44 1.21 (い) 0.00 - NG

1 45 0.29 (い) 0.00 - NG

1 46 0.00 (い) 0.00 0.00 OK

1 47 0.00 (い) 0.00 0.00 OK

1 48 -0.17 (い) 0.00 0.00 OK

＜精密診断法2＞

3.柱頭柱脚接合部の引抜の検定(3) 日付：2015年02月27日 16:55:48

建物コード：000000

御成小学校旧講堂

ホームズ君耐震診断Pro Ver.4.1.1.0 （プログラム評価範囲外）
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最大N値：「柱のN値計算」で求められた各方向のN値の中の最大値
検定比　：最大N値/保有N値　（1.0以下で検定OK）

※検定NGの柱に取り付く壁の荷重変形関係には低減が掛かります。



柱頭柱脚接合部の引抜の検定

階 最大N値 保有N値 検定比柱 金物記号 検定

1 49 0.29 (い) 0.00 - NG

1 50 -0.06 (い) 0.00 0.00 OK

1 51 0.29 (い) 0.00 - NG

1 52 -0.06 (い) 0.00 0.00 OK

1 53 -0.66 (い) 0.00 0.00 OK

1 54 0.29 (い) 0.00 - NG

1 55 0.87 (い) 0.00 - NG

1 56 0.00 (い) 0.00 0.00 OK

1 57 1.21 (い) 0.00 - NG

1 58 -1.09 (い) 0.00 0.00 OK

1 59 1.21 (い) 0.00 - NG

1 60 0.87 (い) 0.00 - NG

1 61 -0.66 (い) 0.00 0.00 OK

1 62 0.00 (い) 0.00 0.00 OK

1 63 1.21 (い) 0.00 - NG

1 64 0.29 (い) 0.00 - NG

1 65 0.00 (い) 0.00 0.00 OK

1 66 -0.17 (い) 0.00 0.00 OK

1 67 1.21 (い) 0.00 - NG

1 68 0.20 (い) 0.00 - NG

1 69 0.20 (い) 0.00 - NG

1 70 1.12 (い) 0.00 - NG

1 71 1.21 (い) 0.00 - NG

1 72 0.77 (い) 0.00 - NG

1 73 -0.17 (い) 0.00 0.00 OK

1 74 -1.09 (い) 0.00 0.00 OK

1 75 1.21 (い) 0.00 - NG

1 76 0.00 (い) 0.00 0.00 OK

1 77 0.00 (い) 0.00 0.00 OK

1 78 -0.17 (い) 0.00 0.00 OK

1 79 0.29 (い) 0.00 - NG

1 80 0.29 (い) 0.00 - NG

1 81 0.29 (い) 0.00 - NG

1 82 1.21 (い) 0.00 - NG

1 83 0.29 (い) 0.00 - NG

1 84 0.29 (い) 0.00 - NG

1 85 1.21 (い) 0.00 - NG

1 86 0.87 (い) 0.00 - NG

1 87 -0.14 (い) 0.00 0.00 OK

1 88 0.29 (い) 0.00 - NG

1 89 0.29 (い) 0.00 - NG

1 90 -0.06 (い) 0.00 0.00 OK

1 91 -0.06 (い) 0.00 0.00 OK

1 92 -0.61 (い) 0.00 0.00 OK

1 93 -0.61 (い) 0.00 0.00 OK

1 94 0.47 (い) 0.00 - NG

1 95 0.87 (い) 0.00 - NG

1 96 0.00 (い) 0.00 0.00 OK

＜精密診断法2＞

3.柱頭柱脚接合部の引抜の検定(3) 日付：2015年02月27日 16:55:48

建物コード：000000

御成小学校旧講堂

ホームズ君耐震診断Pro Ver.4.1.1.0 （プログラム評価範囲外）

16

最大N値：「柱のN値計算」で求められた各方向のN値の中の最大値
検定比　：最大N値/保有N値　（1.0以下で検定OK）

※検定NGの柱に取り付く壁の荷重変形関係には低減が掛かります。



柱頭柱脚接合部の引抜の検定

階 最大N値 保有N値 検定比柱 金物記号 検定

1 97 0.00 (い) 0.00 0.00 OK

1 98 0.00 (い) 0.00 0.00 OK

1 99 0.00 (い) 0.00 0.00 OK

1 100 0.00 (い) 0.00 0.00 OK

1 101 0.00 (い) 0.00 0.00 OK

1 102 -0.06 (い) 0.00 0.00 OK

1 103 1.64 (い) 0.00 - NG

1 104 1.34 (い) 0.00 - NG

1 105 1.34 (い) 0.00 - NG

1 106 1.64 (い) 0.00 - NG

1 107 -0.06 (い) 0.00 0.00 OK

1 108 0.00 (い) 0.00 0.00 OK

1 109 1.65 (い) 0.00 - NG

1 110 -0.06 (い) 0.00 0.00 OK

1 111 -0.06 (い) 0.00 0.00 OK

1 112 1.72 (い) 0.00 - NG

1 113 -0.06 (い) 0.00 0.00 OK

1 114 -0.06 (い) 0.00 0.00 OK

1 115 1.81 (い) 0.00 - NG

1 116 -0.18 (い) 0.00 0.00 OK

1 117 -0.18 (い) 0.00 0.00 OK

1 118 -0.18 (い) 0.00 0.00 OK

1 119 -0.18 (い) 0.00 0.00 OK

1 120 2.55 (い) 0.00 - NG

1 121 -0.18 (い) 0.00 0.00 OK

1 122 -0.18 (い) 0.00 0.00 OK

1 123 2.55 (い) 0.00 - NG

＜精密診断法2＞

3.柱頭柱脚接合部の引抜の検定(3) 日付：2015年02月27日 16:55:48

建物コード：000000

御成小学校旧講堂

ホームズ君耐震診断Pro Ver.4.1.1.0 （プログラム評価範囲外）
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最大N値：「柱のN値計算」で求められた各方向のN値の中の最大値
検定比　：最大N値/保有N値　（1.0以下で検定OK）

※検定NGの柱に取り付く壁の荷重変形関係には低減が掛かります。





壁の標準骨格曲線に乗ずる係数の算出

■1階X方向

柱1
面材
釘

低減

大壁
胴縁
下地
低減

材種
コード

筋かい
接合部
低減

階高
低減

面材
隙間
低減

長さ
(m)

総合
低減
係数

壁の仕様柱2
合計
基準
耐力
Fw

開口
高さ
(m)

一体
開口
番号

開口幅
(m)

開口
低減

開口情報 有効
長さ

L
(m)

基礎
仕様

接合部
低減

劣化
低減

標準
骨格

曲線に
乗ずる
係数

-1.001.00 1.818- -1.001.8181 2 422 - 0.80 3.17 1.00 Ⅰ 0.65 0.85 0.52 0.94

---108 0.70 1.00 0.45 0.81

1.001.001.00321 - 0.80 0.52 0.94

2.4001.001.00 0.909- 1.8181.001.8182 3 422 - 0.80 1.00 0.26 Ⅰ 0.65 0.85 0.13 0.11

1.001.001.00321 - 0.80 0.13 0.11

-1.001.00 1.818- -1.001.8183 4 422 - 0.80 3.17 1.00 Ⅱ 0.65 0.70 0.52 0.94

---108 0.70 1.00 0.45 0.81

1.001.001.00321 - 0.80 0.52 0.94

2.4001.001.00 1.363- 2.7271.002.7274 5 422 - 0.80 1.00 0.26 Ⅱ 0.65 0.70 0.13 0.17

1.001.001.00321 - 0.80 0.13 0.17

-1.001.00 0.909- -1.000.9095 6 422 - 0.80 3.17 1.00 Ⅱ 0.85 0.70 0.56 0.50

---108 0.70 1.00 0.49 0.44

1.001.001.00321 - 0.80 0.56 0.50

-1.001.00 1.818- -1.001.8186 7 422 - 0.80 3.17 1.00 Ⅱ 0.85 0.85 0.68 1.23

---108 0.70 1.00 0.59 1.07

1.001.001.00321 - 0.80 0.68 1.23

△4.9751.001.00 0.909- 1.8181.001.8187 8 422 - 0.80 1.00 0.00 Ⅱ 1.00 0.85 0.00 0.00

1.001.001.00321 - 0.80 0.00 0.00

△4.9751.001.00 0.000- 1.8181.001.8188 9 422 - 0.80 1.00 0.00 Ⅱ 1.00 0.85 0.00 0.00

1.001.001.00321 - 0.80 0.00 0.00

△4.9751.001.00 0.000- 1.8181.001.8189 10 422 - 0.80 1.00 0.00 Ⅱ 1.00 0.85 0.00 0.00

1.001.001.00321 - 0.80 0.00 0.00

△4.9751.001.00 0.000- 1.8181.001.81810 11 422 - 0.80 1.00 0.00 Ⅰ 1.00 0.85 0.00 0.00

1.001.001.00321 - 0.80 0.00 0.00

△4.9751.001.00 0.909- 1.8181.001.81811 12 422 - 0.80 1.00 0.00 Ⅰ 1.00 0.85 0.00 0.00

1.001.001.00321 - 0.80 0.00 0.00

-1.001.00 1.363- -1.001.36312 13 422 - 0.80 3.17 1.00 Ⅰ 0.65 0.70 0.52 0.70

---108 0.70 1.00 0.45 0.61

1.001.001.00321 - 0.80 0.52 0.70

2.4001.001.00 0.000- 2.7271.002.72713 14 422 - 0.80 1.00 0.26 Ⅰ 0.65 0.85 0.13 0.00

1.001.001.00321 - 0.80 0.13 0.00

-1.001.00 1.364- -1.001.36414 15 422 - 0.80 3.17 1.00 Ⅰ 0.65 0.85 0.52 0.70

---108 0.70 1.00 0.45 0.61

1.001.001.00321 - 0.80 0.52 0.70

△4.9751.001.00 0.909- 1.8181.001.81815 16 422 - 0.80 1.00 0.00 Ⅰ 1.00 0.85 0.00 0.00

1.001.001.00321 - 0.80 0.00 0.00

△4.9751.001.00 0.000- 1.8181.001.81816 17 422 - 0.80 1.00 0.00 Ⅰ 0.60 0.85 0.00 0.00

1.001.001.00321 - 0.80 0.00 0.00

-1.001.00 1.818- -1.001.81817 18 422 - 0.80 3.17 1.00 Ⅱ 0.60 0.85 0.48 0.87

＜精密診断法2＞

4.壁と柱の荷重変形関係と剛性の算出(1) 日付：2015年02月27日 16:55:48

建物コード：000000

御成小学校旧講堂

ホームズ君耐震診断Pro Ver.4.1.1.0 （プログラム評価範囲外）

【材種コードの表記について】
　　太枠囲み：補強計画で追加、変更された材種
　　Δ　　　：長さ90cm未満の筋かいおよび60cm未満の面、土塗壁
【基準耐力の表記について】
　　Δ　　　：端部に柱がないために耐力、剛性0と扱われる壁
【開口高さの表記について】
　　Δ　　　：垂壁の高さ36cm未満のため、垂壁高さが開口高さに加算されている開口部
【接合部低減係数および劣化低減係数の表記について】
　　* 　　　：直上に他階が載っていないため平屋の低減係数を使用
【標準骨格曲線に乗ずる係数の表記について】
　　Δ　　　：耐力を持つ無開口壁に接していないために耐力・剛性を算定できない開口壁

19

材種コード　「4.壁と柱の荷重変形関係と剛性の算出(4)」を参照。
一体開口番号　同じ番号が付いている壁は一体の開口部として評価する。
　　　　　　一体の開口部の係数は○付きの行（安全側となる仕様）で計算。
総合低減係数（面材の場合）　＝階高低減×面材隙間低減×面材釘低減×大壁胴縁下地低減×開口低減×min（接合部低減、劣化低減）
総合低減係数（筋かいの場合）＝筋かい接合部低減×階高低減×min（接合部低減、劣化低減）
　　各種低減の係数表は「4.壁と柱の荷重変形関係と剛性の算出(5)」を参照。
有効長さ L　無開口壁および筋かいの場合　L＝長さ
            開口壁の場合　L＝開口幅   （開口の両側が耐力を有する無開口壁と接していて両端の柱が柱頭柱脚接合部の引抜の検定OK)
                          L＝開口幅／2（開口の片側のみ耐力を有する無開口壁と接していてそちら側の柱が柱頭柱脚接合部の引抜の検定OK)
                          L＝0        （開口の両側とも耐力を有する無開口壁と接していない、または柱頭柱脚接合部の引抜の検定NG)
標準骨格曲線に乗じる係数＝総合低減係数×有効長さ L



＜精密診断法2＞

4.壁と柱の荷重変形関係と剛性の算出(1) 日付：2015年02月27日 16:55:48

建物コード：000000

御成小学校旧講堂

ホームズ君耐震診断Pro Ver.4.1.1.0 （プログラム評価範囲外）

壁の標準骨格曲線に乗ずる係数の算出

■1階X方向（続き）

柱1
面材
釘

低減

大壁
胴縁
下地
低減

材種
コード

筋かい
接合部
低減

階高
低減

面材
隙間
低減

長さ
(m)

総合
低減
係数

壁の仕様柱2
合計
基準
耐力
Fw

開口
高さ
(m)

一体
開口
番号

開口幅
(m)

開口
低減

開口情報 有効
長さ

L
(m)

基礎
仕様

接合部
低減

劣化
低減

標準
骨格

曲線に
乗ずる
係数

---108 0.70 1.00 0.42 0.76

1.001.001.00321 - 0.80 0.48 0.87

2.0001.001.00 0.000- 1.8181.001.81818 19 422 - 0.80 1.00 0.35 Ⅱ 0.65 0.85 0.18 0.00

1.001.001.00321 - 0.80 0.18 0.00

-1.001.00 1.818- -1.001.81819 20 422 - 0.80 3.17 1.00 Ⅱ 0.60 0.85 0.48 0.87

---108 0.70 1.00 0.42 0.76

1.001.001.00321 - 0.80 0.48 0.87

2.4001.001.00 0.000- 1.8181.001.81820 21 422 - 0.80 1.00 0.26 Ⅰ 0.60 0.85 0.12 0.00

1.001.001.00321 - 0.80 0.12 0.00

-1.001.00 0.909- -1.000.90921 22 422 - 0.80 3.17 1.00 Ⅰ 0.60 0.85 0.48 0.43

---108 0.70 1.00 0.42 0.38

1.001.001.00321 - 0.80 0.48 0.43

1.7001.001.00 1.818- 1.8181.001.81822 23 422 - 0.80 1.00 0.43 Ⅰ 1.00 0.85 0.29 0.52

1.001.001.00321 - 0.80 0.29 0.52

-1.001.00 0.909- -1.000.90923 24 422 - 0.80 3.17 1.00 Ⅰ 0.65 0.85 0.52 0.47

---108 0.70 1.00 0.45 0.40

1.001.001.00321 - 0.80 0.52 0.47

-1.001.00 0.909- -1.000.90940 41 321 - 0.80 3.90 1.00 Ⅰ 0.66 0.85 0.52 0.47

---103' 1.00 1.00 0.66 0.59

1.001.001.00321 - 0.80 0.52 0.47

-1.001.00 1.818- -1.001.81841 42 321 - 0.80 3.90 1.00 Ⅰ 1.00 0.85 0.68 1.23

---103' 1.00 1.00 0.85 1.54

1.001.001.00321 - 0.80 0.68 1.23

-1.001.00 1.818- -1.001.81842 43 321 - 0.80 3.90 1.00 Ⅰ 0.60 0.85 0.48 0.87

---103' 1.00 1.00 0.60 1.09

1.001.001.00321 - 0.80 0.48 0.87

-1.001.00 0.909- -1.000.90944 45 321 - 0.80 3.90 1.00 Ⅰ 0.60 0.85 0.48 0.43

---103' 1.00 1.00 0.60 0.54

1.001.001.00321 - 0.80 0.48 0.43

1.9001.001.00 0.909- 1.8181.001.81845 46 321 - 0.80 2.00 0.38 Ⅰ 0.73 0.85 0.22 0.19

1.001.001.00321 - 0.80 0.22 0.19

-0.001.00 -- -1.000.90946 - 321 - 0.00 △0.00 - - - - 0.00 0.00

0.001.001.00321 - 0.00 0.00 0.00

-0.001.00 -- -1.000.909- - 321 - 0.00 △0.00 - - - - 0.00 0.00

0.001.001.00321 - 0.00 0.00 0.00

-1.001.00 1.818- -1.001.81857 58 321 - 0.80 3.90 1.00 Ⅰ 0.60 0.85 0.48 0.87

---103' 1.00 1.00 0.60 1.09

1.001.001.00321 - 0.80 0.48 0.87

-1.001.00 1.818- -1.001.81858 59 321 - 0.80 3.90 1.00 Ⅰ 0.60 0.85 0.48 0.87

【材種コードの表記について】
　　太枠囲み：補強計画で追加、変更された材種
　　Δ　　　：長さ90cm未満の筋かいおよび60cm未満の面、土塗壁
【基準耐力の表記について】
　　Δ　　　：端部に柱がないために耐力、剛性0と扱われる壁
【開口高さの表記について】
　　Δ　　　：垂壁の高さ36cm未満のため、垂壁高さが開口高さに加算されている開口部
【接合部低減係数および劣化低減係数の表記について】
　　* 　　　：直上に他階が載っていないため平屋の低減係数を使用
【標準骨格曲線に乗ずる係数の表記について】
　　Δ　　　：耐力を持つ無開口壁に接していないために耐力・剛性を算定できない開口壁
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材種コード　「4.壁と柱の荷重変形関係と剛性の算出(4)」を参照。
一体開口番号　同じ番号が付いている壁は一体の開口部として評価する。
　　　　　　一体の開口部の係数は○付きの行（安全側となる仕様）で計算。
総合低減係数（面材の場合）　＝階高低減×面材隙間低減×面材釘低減×大壁胴縁下地低減×開口低減×min（接合部低減、劣化低減）
総合低減係数（筋かいの場合）＝筋かい接合部低減×階高低減×min（接合部低減、劣化低減）
　　各種低減の係数表は「4.壁と柱の荷重変形関係と剛性の算出(5)」を参照。
有効長さ L　無開口壁および筋かいの場合　L＝長さ
            開口壁の場合　L＝開口幅   （開口の両側が耐力を有する無開口壁と接していて両端の柱が柱頭柱脚接合部の引抜の検定OK)
                          L＝開口幅／2（開口の片側のみ耐力を有する無開口壁と接していてそちら側の柱が柱頭柱脚接合部の引抜の検定OK)
                          L＝0        （開口の両側とも耐力を有する無開口壁と接していない、または柱頭柱脚接合部の引抜の検定NG)
標準骨格曲線に乗じる係数＝総合低減係数×有効長さ L



＜精密診断法2＞

4.壁と柱の荷重変形関係と剛性の算出(1) 日付：2015年02月27日 16:55:48

建物コード：000000

御成小学校旧講堂

ホームズ君耐震診断Pro Ver.4.1.1.0 （プログラム評価範囲外）

壁の標準骨格曲線に乗ずる係数の算出

■1階X方向（続き）

柱1
面材
釘

低減

大壁
胴縁
下地
低減

材種
コード

筋かい
接合部
低減

階高
低減

面材
隙間
低減

長さ
(m)

総合
低減
係数

壁の仕様柱2
合計
基準
耐力
Fw

開口
高さ
(m)

一体
開口
番号

開口幅
(m)

開口
低減

開口情報 有効
長さ

L
(m)

基礎
仕様

接合部
低減

劣化
低減

標準
骨格

曲線に
乗ずる
係数

---103' 1.00 1.00 0.60 1.09

1.001.001.00321 - 0.80 0.48 0.87

-0.001.00 -- -1.000.909- - 321 - 0.00 △0.00 - - - - 0.00 0.00

0.001.001.00321 - 0.00 0.00 0.00

-1.001.00 3.636- -1.003.63663 64 321 - 0.80 3.90 1.00 Ⅰ 0.60 0.85 0.48 1.74

---103' 1.00 1.00 0.60 2.18

1.001.001.00321 - 0.80 0.48 1.74

-1.001.00 0.909- -1.000.90967 68 321 - 0.80 3.71 1.00 Ⅰ 0.60 0.85 0.48 0.43

---103'-1 1.00 0.63 0.37 0.33

1.001.001.00321 - 0.80 0.48 0.43

1.8001.001.00 0.000- 1.8181.001.81868 69 321 - 0.80 2.00 0.40 Ⅰ 0.74 0.85 0.23 0.00

1.001.001.00321 - 0.80 0.23 0.00

-1.001.00 0.909- -1.000.90969 70 321 - 0.80 3.71 1.00 Ⅰ 0.61 0.85 0.48 0.43

---103'-1 1.00 0.63 0.38 0.34

1.001.001.00321 - 0.80 0.48 0.43

-1.001.00 0.909- -1.000.90972 73 321 - 0.80 3.90 1.00 Ⅰ 0.66 0.85 0.52 0.47

---103' 1.00 1.00 0.66 0.59

1.001.001.00321 - 0.80 0.52 0.47

-1.001.00 1.818- -1.001.81873 74 321 - 0.80 3.90 1.00 Ⅰ 1.00 0.85 0.68 1.23

---103' 1.00 1.00 0.85 1.54

1.001.001.00321 - 0.80 0.68 1.23

-1.001.00 1.818- -1.001.81874 75 321 - 0.80 3.90 1.00 Ⅰ 0.60 0.85 0.48 0.87

---103' 1.00 1.00 0.60 1.09

1.001.001.00321 - 0.80 0.48 0.87

-1.001.00 0.909- -1.000.90982 83 321 - 0.80 3.90 1.00 Ⅰ 0.60 0.85 0.48 0.43

---103' 1.00 1.00 0.60 0.54

1.001.001.00321 - 0.80 0.48 0.43

1.7001.001.00 0.000- 1.8181.001.81883 84 321 - 0.80 2.00 0.43 Ⅰ 0.73 0.85 0.25 0.00

1.001.001.00321 - 0.80 0.25 0.00

-1.001.00 0.909- -1.000.90984 85 321 - 0.80 3.90 1.00 Ⅰ 0.60 0.85 0.48 0.43

---103' 1.00 1.00 0.60 0.54

1.001.001.00321 - 0.80 0.48 0.43

-1.001.00 0.909- -1.000.90991 92 321 - 0.80 1.00 1.00 Ⅱ 1.00 0.85 0.68 0.61

1.001.001.00422 - 0.80 0.68 0.61

2.4001.001.00 1.818- 1.8181.001.81892 93 321 - 0.80 1.00 0.26 Ⅱ 1.00 0.85 0.17 0.30

1.001.001.00422 - 0.80 0.17 0.30

-1.001.00 0.909- -1.000.90993 94 321 - 0.80 1.00 1.00 Ⅱ 0.79 0.85 0.63 0.57

1.001.001.00422 - 0.80 0.63 0.57

-1.001.00 1.818- -1.001.81894 95 321 - 0.80 3.17 1.00 Ⅱ 0.65 0.70 0.52 0.94

【材種コードの表記について】
　　太枠囲み：補強計画で追加、変更された材種
　　Δ　　　：長さ90cm未満の筋かいおよび60cm未満の面、土塗壁
【基準耐力の表記について】
　　Δ　　　：端部に柱がないために耐力、剛性0と扱われる壁
【開口高さの表記について】
　　Δ　　　：垂壁の高さ36cm未満のため、垂壁高さが開口高さに加算されている開口部
【接合部低減係数および劣化低減係数の表記について】
　　* 　　　：直上に他階が載っていないため平屋の低減係数を使用
【標準骨格曲線に乗ずる係数の表記について】
　　Δ　　　：耐力を持つ無開口壁に接していないために耐力・剛性を算定できない開口壁
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材種コード　「4.壁と柱の荷重変形関係と剛性の算出(4)」を参照。
一体開口番号　同じ番号が付いている壁は一体の開口部として評価する。
　　　　　　一体の開口部の係数は○付きの行（安全側となる仕様）で計算。
総合低減係数（面材の場合）　＝階高低減×面材隙間低減×面材釘低減×大壁胴縁下地低減×開口低減×min（接合部低減、劣化低減）
総合低減係数（筋かいの場合）＝筋かい接合部低減×階高低減×min（接合部低減、劣化低減）
　　各種低減の係数表は「4.壁と柱の荷重変形関係と剛性の算出(5)」を参照。
有効長さ L　無開口壁および筋かいの場合　L＝長さ
            開口壁の場合　L＝開口幅   （開口の両側が耐力を有する無開口壁と接していて両端の柱が柱頭柱脚接合部の引抜の検定OK)
                          L＝開口幅／2（開口の片側のみ耐力を有する無開口壁と接していてそちら側の柱が柱頭柱脚接合部の引抜の検定OK)
                          L＝0        （開口の両側とも耐力を有する無開口壁と接していない、または柱頭柱脚接合部の引抜の検定NG)
標準骨格曲線に乗じる係数＝総合低減係数×有効長さ L



＜精密診断法2＞

4.壁と柱の荷重変形関係と剛性の算出(1) 日付：2015年02月27日 16:55:48

建物コード：000000

御成小学校旧講堂

ホームズ君耐震診断Pro Ver.4.1.1.0 （プログラム評価範囲外）

壁の標準骨格曲線に乗ずる係数の算出

■1階X方向（続き）

柱1
面材
釘

低減

大壁
胴縁
下地
低減

材種
コード

筋かい
接合部
低減

階高
低減

面材
隙間
低減

長さ
(m)

総合
低減
係数

壁の仕様柱2
合計
基準
耐力
Fw

開口
高さ
(m)

一体
開口
番号

開口幅
(m)

開口
低減

開口情報 有効
長さ

L
(m)

基礎
仕様

接合部
低減

劣化
低減

標準
骨格

曲線に
乗ずる
係数

---108 0.70 1.00 0.45 0.81

1.001.001.00422 - 0.80 0.52 0.94

△4.9751.001.00 0.000- 1.8181.001.81895 96 321 - 0.80 1.00 0.00 Ⅱ 0.65 0.70 0.00 0.00

1.001.001.00422 - 0.80 0.00 0.00

△4.9751.001.00 0.000- 1.8181.001.81896 97 321 - 0.80 1.00 0.00 Ⅱ 1.00 0.85 0.00 0.00

1.001.001.00422 - 0.80 0.00 0.00

△4.9751.001.00 0.000- 1.8181.001.81897 98 321 - 0.80 1.00 0.00 Ⅱ 1.00 0.85 0.00 0.00

1.001.001.00422 - 0.80 0.00 0.00

△4.9751.001.00 0.000- 1.8181.001.81898 99 321 - 0.80 1.00 0.00 Ⅱ 1.00 0.85 0.00 0.00

1.001.001.00422 - 0.80 0.00 0.00

△4.9751.001.00 0.000- 1.8181.001.81899 100 321 - 0.80 1.00 0.00 Ⅱ 1.00 0.85 0.00 0.00

1.001.001.00422 - 0.80 0.00 0.00

△4.9751.001.00 0.000- 1.8181.001.818100 101 321 - 0.80 1.00 0.00 Ⅱ 1.00 0.85 0.00 0.00

1.001.001.00422 - 0.80 0.00 0.00

△4.9751.001.00 0.909- 1.8181.001.818101 102 321 - 0.80 1.00 0.00 Ⅰ 1.00 0.70 0.00 0.00

1.001.001.00422 - 0.80 0.00 0.00

-1.001.00 0.909- -1.000.909102 103 321 - 0.80 3.17 1.00 Ⅰ 0.66 0.70 0.52 0.47

---108 0.70 1.00 0.46 0.41

1.001.001.00422 - 0.80 0.52 0.47

-1.001.00 0.909- -1.000.909103 104 321 - 0.80 4.17 1.00 Ⅰ 0.58 0.70 0.46 0.41

---108 0.70 1.00 0.40 0.36

1.001.001.00321 - 0.80 0.46 0.41

-1.001.00 0.909- -1.000.909105 106 321 - 0.80 4.17 1.00 Ⅰ 0.58 0.70 0.46 0.41

---108 0.70 1.00 0.40 0.36

1.001.001.00321 - 0.80 0.46 0.41

-1.001.00 0.909- -1.000.909106 107 321 - 0.80 3.17 1.00 Ⅰ 0.66 0.70 0.52 0.47

---108 0.70 1.00 0.46 0.41

1.001.001.00422 - 0.80 0.52 0.47

△4.9751.001.00 0.909- 1.8181.001.818107 108 321 - 0.80 1.00 0.00 Ⅰ 1.00 0.85 0.00 0.00

1.001.001.00422 - 0.80 0.00 0.00

△4.9751.001.00 0.000- 1.8181.001.818108 109 321 - 0.80 1.00 0.00 Ⅰ 0.60 0.85 0.00 0.00

1.001.001.00422 - 0.80 0.00 0.00

-1.001.00 1.818- -1.001.818109 110 321 - 0.80 3.17 1.00 Ⅰ 0.60 0.85 0.48 0.87

---108 0.70 1.00 0.42 0.76

1.001.001.00422 - 0.80 0.48 0.87

1.7001.001.00 1.818- 1.8181.001.818110 111 321 - 0.80 1.00 0.43 Ⅰ 1.00 0.85 0.29 0.52

1.001.001.00422 - 0.80 0.29 0.52

-1.001.00 1.818- -1.001.818111 112 321 - 0.80 3.17 1.00 Ⅰ 0.60 0.85 0.48 0.87

---108 0.70 1.00 0.42 0.76

【材種コードの表記について】
　　太枠囲み：補強計画で追加、変更された材種
　　Δ　　　：長さ90cm未満の筋かいおよび60cm未満の面、土塗壁
【基準耐力の表記について】
　　Δ　　　：端部に柱がないために耐力、剛性0と扱われる壁
【開口高さの表記について】
　　Δ　　　：垂壁の高さ36cm未満のため、垂壁高さが開口高さに加算されている開口部
【接合部低減係数および劣化低減係数の表記について】
　　* 　　　：直上に他階が載っていないため平屋の低減係数を使用
【標準骨格曲線に乗ずる係数の表記について】
　　Δ　　　：耐力を持つ無開口壁に接していないために耐力・剛性を算定できない開口壁
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材種コード　「4.壁と柱の荷重変形関係と剛性の算出(4)」を参照。
一体開口番号　同じ番号が付いている壁は一体の開口部として評価する。
　　　　　　一体の開口部の係数は○付きの行（安全側となる仕様）で計算。
総合低減係数（面材の場合）　＝階高低減×面材隙間低減×面材釘低減×大壁胴縁下地低減×開口低減×min（接合部低減、劣化低減）
総合低減係数（筋かいの場合）＝筋かい接合部低減×階高低減×min（接合部低減、劣化低減）
　　各種低減の係数表は「4.壁と柱の荷重変形関係と剛性の算出(5)」を参照。
有効長さ L　無開口壁および筋かいの場合　L＝長さ
            開口壁の場合　L＝開口幅   （開口の両側が耐力を有する無開口壁と接していて両端の柱が柱頭柱脚接合部の引抜の検定OK)
                          L＝開口幅／2（開口の片側のみ耐力を有する無開口壁と接していてそちら側の柱が柱頭柱脚接合部の引抜の検定OK)
                          L＝0        （開口の両側とも耐力を有する無開口壁と接していない、または柱頭柱脚接合部の引抜の検定NG)
標準骨格曲線に乗じる係数＝総合低減係数×有効長さ L



＜精密診断法2＞

4.壁と柱の荷重変形関係と剛性の算出(1) 日付：2015年02月27日 16:55:48

建物コード：000000

御成小学校旧講堂

ホームズ君耐震診断Pro Ver.4.1.1.0 （プログラム評価範囲外）

壁の標準骨格曲線に乗ずる係数の算出

■1階X方向（続き）

柱1
面材
釘

低減

大壁
胴縁
下地
低減

材種
コード

筋かい
接合部
低減

階高
低減

面材
隙間
低減

長さ
(m)

総合
低減
係数

壁の仕様柱2
合計
基準
耐力
Fw

開口
高さ
(m)

一体
開口
番号

開口幅
(m)

開口
低減

開口情報 有効
長さ

L
(m)

基礎
仕様

接合部
低減

劣化
低減

標準
骨格

曲線に
乗ずる
係数

1.001.001.00422 - 0.80 0.48 0.87

-1.001.00 1.363- -1.001.363112 113 321 - 0.80 3.17 1.00 Ⅰ 0.60 0.85 0.48 0.65

---108 0.70 1.00 0.42 0.57

1.001.001.00422 - 0.80 0.48 0.65

2.0001.001.00 2.727- 2.7271.002.727113 114 321 - 0.80 1.00 0.35 Ⅱ 1.00 0.85 0.23 0.62

1.001.001.00422 - 0.80 0.23 0.62

-1.001.00 1.364- -1.001.364114 115 321 - 0.80 3.17 1.00 Ⅰ 0.65 0.85 0.52 0.70

---108 0.70 1.00 0.45 0.61

1.001.001.00422 - 0.80 0.52 0.70

-1.001.00 1.363- -1.001.363120 121 321 - 0.92 2.90 1.00 Ⅰ 0.66 0.85 0.60 0.81

---103'-2 1.00 0.95 0.62 0.84

1.001.001.00422 - 0.92 0.60 0.81

2.7001.001.00 2.727- 2.7271.002.727121 122 321 - 0.92 1.00 0.05 Ⅰ 1.00 0.85 0.03 0.08

1.001.001.00422 - 0.92 0.03 0.08

-1.001.00 1.364- -1.001.364122 123 321 - 0.92 2.90 1.00 Ⅰ 0.66 0.85 0.60 0.81

---103'-3 1.00 0.95 0.62 0.84

1.001.001.00422 - 0.92 0.60 0.81

【材種コードの表記について】
　　太枠囲み：補強計画で追加、変更された材種
　　Δ　　　：長さ90cm未満の筋かいおよび60cm未満の面、土塗壁
【基準耐力の表記について】
　　Δ　　　：端部に柱がないために耐力、剛性0と扱われる壁
【開口高さの表記について】
　　Δ　　　：垂壁の高さ36cm未満のため、垂壁高さが開口高さに加算されている開口部
【接合部低減係数および劣化低減係数の表記について】
　　* 　　　：直上に他階が載っていないため平屋の低減係数を使用
【標準骨格曲線に乗ずる係数の表記について】
　　Δ　　　：耐力を持つ無開口壁に接していないために耐力・剛性を算定できない開口壁
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材種コード　「4.壁と柱の荷重変形関係と剛性の算出(4)」を参照。
一体開口番号　同じ番号が付いている壁は一体の開口部として評価する。
　　　　　　一体の開口部の係数は○付きの行（安全側となる仕様）で計算。
総合低減係数（面材の場合）　＝階高低減×面材隙間低減×面材釘低減×大壁胴縁下地低減×開口低減×min（接合部低減、劣化低減）
総合低減係数（筋かいの場合）＝筋かい接合部低減×階高低減×min（接合部低減、劣化低減）
　　各種低減の係数表は「4.壁と柱の荷重変形関係と剛性の算出(5)」を参照。
有効長さ L　無開口壁および筋かいの場合　L＝長さ
            開口壁の場合　L＝開口幅   （開口の両側が耐力を有する無開口壁と接していて両端の柱が柱頭柱脚接合部の引抜の検定OK)
                          L＝開口幅／2（開口の片側のみ耐力を有する無開口壁と接していてそちら側の柱が柱頭柱脚接合部の引抜の検定OK)
                          L＝0        （開口の両側とも耐力を有する無開口壁と接していない、または柱頭柱脚接合部の引抜の検定NG)
標準骨格曲線に乗じる係数＝総合低減係数×有効長さ L



壁の標準骨格曲線に乗ずる係数の算出

■1階Y方向

柱1
面材
釘

低減

大壁
胴縁
下地
低減

材種
コード

筋かい
接合部
低減

階高
低減

面材
隙間
低減

長さ
(m)

総合
低減
係数

壁の仕様柱2
合計
基準
耐力
Fw

開口
高さ
(m)

一体
開口
番号

開口幅
(m)

開口
低減

開口情報 有効
長さ

L
(m)

基礎
仕様

接合部
低減

劣化
低減

標準
骨格

曲線に
乗ずる
係数

-1.001.00 1.818- -1.001.8181 27 422 - 0.80 3.17 1.00 Ⅰ 0.65 0.85 0.52 0.94

---108 0.70 1.00 0.45 0.81

1.001.001.00321 - 0.80 0.52 0.94

1.7001.001.00 0.909- 1.8181.001.81827 36 422 - 0.80 1.00 0.43 Ⅰ 1.00 0.85 0.29 0.26

1.001.001.00321 - 0.80 0.29 0.26

1.7001.001.00 0.000- 1.8181.001.81836 47 422 - 0.80 1.00 0.43 Ⅰ 1.00 0.85 0.29 0.00

1.001.001.00321 - 0.80 0.29 0.00

1.7001.001.00 0.909- 1.8181.001.81847 52 422 - 0.80 1.00 0.43 Ⅰ 1.00 0.85 0.29 0.26

1.001.001.00321 - 0.80 0.29 0.26

-1.001.00 1.818- -1.001.81852 60 422 - 0.80 3.17 1.00 Ⅰ 0.65 0.85 0.52 0.94

---108 0.70 1.00 0.45 0.81

1.001.001.00321 - 0.80 0.52 0.94

1.7001.001.00 0.000- 1.8181.001.81860 65 422 - 0.80 1.00 0.43 Ⅰ 0.65 0.85 0.22 0.00

1.001.001.00321 - 0.80 0.22 0.00

1.7001.001.00 0.000- 1.8181.001.81865 77 422 - 0.80 1.00 0.43 Ⅰ 1.00 0.85 0.29 0.00

1.001.001.00321 - 0.80 0.29 0.00

1.7001.001.00 0.000- 1.8181.001.81877 86 422 - 0.80 1.00 0.43 Ⅰ 0.65 0.85 0.22 0.00

1.001.001.00321 - 0.80 0.22 0.00

-1.001.00 1.818- -1.001.81886 91 422 - 0.80 3.17 1.00 Ⅰ 0.65 0.85 0.52 0.94

---108 0.70 1.00 0.45 0.81

1.001.001.00321 - 0.80 0.52 0.94

-1.001.00 1.818- -1.001.8183 28 321 - 0.80 2.00 1.00 Ⅰ 1.00 0.85 0.68 1.23

1.001.001.00321 - 0.80 0.68 1.23

2.1001.001.00 0.681- 1.3631.001.36328 34 321 - 0.80 2.00 0.33 Ⅰ 0.73 0.85 0.19 0.12

1.001.001.00321 - 0.80 0.19 0.12

-1.001.00 0.455- -1.000.45534 37 321 - 0.80 3.90 1.00 Ⅰ 0.73 0.85 0.58 0.26

---103' 1.00 1.00 0.73 0.33

1.001.001.00321 - 0.80 0.58 0.26

-1.001.00 1.818- -1.001.81837 48 321 - 0.80 3.90 1.00 Ⅰ 1.00 0.85 0.68 1.23

---103' 1.00 1.00 0.85 1.54

1.001.001.00321 - 0.80 0.68 1.23

-1.001.00 1.818- -1.001.81848 53 321 - 0.80 3.90 1.00 Ⅰ 1.00 0.85 0.68 1.23

---103' 1.00 1.00 0.85 1.54

1.001.001.00321 - 0.80 0.68 1.23

-1.001.00 1.818- -1.001.81853 61 321 - 0.80 2.00 1.00 Ⅰ 1.00 0.85 0.68 1.23

1.001.001.00321 - 0.80 0.68 1.23

-1.001.00 1.818- -1.001.81861 66 321 - 0.80 3.90 1.00 Ⅰ 1.00 0.85 0.68 1.23

---103' 1.00 1.00 0.85 1.54

1.001.001.00321 - 0.80 0.68 1.23

＜精密診断法2＞

4.壁と柱の荷重変形関係と剛性の算出(1) 日付：2015年02月27日 16:55:48

建物コード：000000

御成小学校旧講堂

ホームズ君耐震診断Pro Ver.4.1.1.0 （プログラム評価範囲外）

【材種コードの表記について】
　　太枠囲み：補強計画で追加、変更された材種
　　Δ　　　：長さ90cm未満の筋かいおよび60cm未満の面、土塗壁
【基準耐力の表記について】
　　Δ　　　：端部に柱がないために耐力、剛性0と扱われる壁
【開口高さの表記について】
　　Δ　　　：垂壁の高さ36cm未満のため、垂壁高さが開口高さに加算されている開口部
【接合部低減係数および劣化低減係数の表記について】
　　* 　　　：直上に他階が載っていないため平屋の低減係数を使用
【標準骨格曲線に乗ずる係数の表記について】
　　Δ　　　：耐力を持つ無開口壁に接していないために耐力・剛性を算定できない開口壁
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材種コード　「4.壁と柱の荷重変形関係と剛性の算出(4)」を参照。
一体開口番号　同じ番号が付いている壁は一体の開口部として評価する。
　　　　　　一体の開口部の係数は○付きの行（安全側となる仕様）で計算。
総合低減係数（面材の場合）　＝階高低減×面材隙間低減×面材釘低減×大壁胴縁下地低減×開口低減×min（接合部低減、劣化低減）
総合低減係数（筋かいの場合）＝筋かい接合部低減×階高低減×min（接合部低減、劣化低減）
　　各種低減の係数表は「4.壁と柱の荷重変形関係と剛性の算出(5)」を参照。
有効長さ L　無開口壁および筋かいの場合　L＝長さ
            開口壁の場合　L＝開口幅   （開口の両側が耐力を有する無開口壁と接していて両端の柱が柱頭柱脚接合部の引抜の検定OK)
                          L＝開口幅／2（開口の片側のみ耐力を有する無開口壁と接していてそちら側の柱が柱頭柱脚接合部の引抜の検定OK)
                          L＝0        （開口の両側とも耐力を有する無開口壁と接していない、または柱頭柱脚接合部の引抜の検定NG)
標準骨格曲線に乗じる係数＝総合低減係数×有効長さ L



＜精密診断法2＞

4.壁と柱の荷重変形関係と剛性の算出(1) 日付：2015年02月27日 16:55:48

建物コード：000000

御成小学校旧講堂

ホームズ君耐震診断Pro Ver.4.1.1.0 （プログラム評価範囲外）

壁の標準骨格曲線に乗ずる係数の算出

■1階Y方向（続き）

柱1
面材
釘

低減

大壁
胴縁
下地
低減

材種
コード

筋かい
接合部
低減

階高
低減

面材
隙間
低減

長さ
(m)

総合
低減
係数

壁の仕様柱2
合計
基準
耐力
Fw

開口
高さ
(m)

一体
開口
番号

開口幅
(m)

開口
低減

開口情報 有効
長さ

L
(m)

基礎
仕様

接合部
低減

劣化
低減

標準
骨格

曲線に
乗ずる
係数

-1.001.00 1.818- -1.001.81866 78 321 - 0.80 3.90 1.00 Ⅰ 1.00 0.85 0.68 1.23

---103' 1.00 1.00 0.85 1.54

1.001.001.00321 - 0.80 0.68 1.23

-1.001.00 0.454- -1.000.45478 79 321 - 0.80 3.90 1.00 Ⅰ 0.73 0.85 0.58 0.26

---103' 1.00 1.00 0.73 0.33

1.001.001.00321 - 0.80 0.58 0.26

2.1001.001.00 0.682- 1.3641.001.36479 87 321 - 0.80 2.00 0.33 Ⅰ 0.73 0.70 0.18 0.12

1.001.001.00321 - 0.80 0.18 0.12

-1.001.00 1.818- -1.001.81887 94 321 - 0.80 2.00 1.00 Ⅰ 0.79 0.70 0.56 1.01

1.001.001.00321 - 0.80 0.56 1.01

-1.001.00 1.363- -1.001.363103 116 422 - 0.92 2.90 1.00 Ⅰ 0.66 0.85 0.60 0.81

---103'-2 1.00 0.95 0.62 0.84

1.001.001.00321 - 0.92 0.60 0.81

2.7001.001.00 1.818- 1.8181.001.818116 118 422 - 0.92 1.00 0.05 Ⅰ 1.00 0.85 0.03 0.05

1.001.001.00321 - 0.92 0.03 0.05

-1.001.00 1.364- -1.001.364118 120 422 - 0.92 2.90 1.00 Ⅰ 0.66 0.85 0.60 0.81

---103'-3 1.00 0.95 0.62 0.84

1.001.001.00321 - 0.92 0.60 0.81

-1.001.00 1.363- -1.001.363106 117 321 - 0.92 2.90 1.00 Ⅰ 0.66 0.85 0.60 0.81

---103'-2 1.00 0.95 0.62 0.84

1.001.001.00422 - 0.92 0.60 0.81

1.7001.001.00 1.818- 1.8181.001.818117 119 321 - 0.92 1.00 0.26 Ⅰ 1.00 0.85 0.20 0.36

1.001.001.00422 - 0.92 0.20 0.36

-1.001.00 1.364- -1.001.364119 123 321 - 0.92 2.90 1.00 Ⅰ 0.66 0.85 0.60 0.81

---103'-3 1.00 0.95 0.62 0.84

1.001.001.00422 - 0.92 0.60 0.81

-1.001.00 1.818- -1.001.81817 29 321 - 0.80 3.90 1.00 Ⅰ 0.60 0.85 0.48 0.87

---103' 1.00 1.00 0.60 1.09

1.001.001.00321 - 0.80 0.48 0.87

2.1001.001.00 0.000- 0.9091.000.90929 32 321 - 0.80 2.00 0.33 Ⅰ 0.73 0.85 0.19 0.00

1.001.001.00321 - 0.80 0.19 0.00

-1.001.00 1.818- -1.001.81832 39 321 - 0.80 3.90 1.00 Ⅰ 0.60 0.85 0.48 0.87

---103' 1.00 1.00 0.60 1.09

1.001.001.00321 - 0.80 0.48 0.87

-1.001.00 1.818- -1.001.81871 80 321 - 0.80 3.90 1.00 Ⅰ 0.60 0.85 0.48 0.87

---103' 1.00 1.00 0.60 1.09

1.001.001.00321 - 0.80 0.48 0.87

2.1001.001.00 0.000- 0.9091.000.90980 88 321 - 0.80 2.00 0.33 Ⅰ 0.73 0.85 0.19 0.00

1.001.001.00321 - 0.80 0.19 0.00

【材種コードの表記について】
　　太枠囲み：補強計画で追加、変更された材種
　　Δ　　　：長さ90cm未満の筋かいおよび60cm未満の面、土塗壁
【基準耐力の表記について】
　　Δ　　　：端部に柱がないために耐力、剛性0と扱われる壁
【開口高さの表記について】
　　Δ　　　：垂壁の高さ36cm未満のため、垂壁高さが開口高さに加算されている開口部
【接合部低減係数および劣化低減係数の表記について】
　　* 　　　：直上に他階が載っていないため平屋の低減係数を使用
【標準骨格曲線に乗ずる係数の表記について】
　　Δ　　　：耐力を持つ無開口壁に接していないために耐力・剛性を算定できない開口壁
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材種コード　「4.壁と柱の荷重変形関係と剛性の算出(4)」を参照。
一体開口番号　同じ番号が付いている壁は一体の開口部として評価する。
　　　　　　一体の開口部の係数は○付きの行（安全側となる仕様）で計算。
総合低減係数（面材の場合）　＝階高低減×面材隙間低減×面材釘低減×大壁胴縁下地低減×開口低減×min（接合部低減、劣化低減）
総合低減係数（筋かいの場合）＝筋かい接合部低減×階高低減×min（接合部低減、劣化低減）
　　各種低減の係数表は「4.壁と柱の荷重変形関係と剛性の算出(5)」を参照。
有効長さ L　無開口壁および筋かいの場合　L＝長さ
            開口壁の場合　L＝開口幅   （開口の両側が耐力を有する無開口壁と接していて両端の柱が柱頭柱脚接合部の引抜の検定OK)
                          L＝開口幅／2（開口の片側のみ耐力を有する無開口壁と接していてそちら側の柱が柱頭柱脚接合部の引抜の検定OK)
                          L＝0        （開口の両側とも耐力を有する無開口壁と接していない、または柱頭柱脚接合部の引抜の検定NG)
標準骨格曲線に乗じる係数＝総合低減係数×有効長さ L



＜精密診断法2＞

4.壁と柱の荷重変形関係と剛性の算出(1) 日付：2015年02月27日 16:55:48

建物コード：000000

御成小学校旧講堂

ホームズ君耐震診断Pro Ver.4.1.1.0 （プログラム評価範囲外）

壁の標準骨格曲線に乗ずる係数の算出

■1階Y方向（続き）

柱1
面材
釘

低減

大壁
胴縁
下地
低減

材種
コード

筋かい
接合部
低減

階高
低減

面材
隙間
低減

長さ
(m)

総合
低減
係数

壁の仕様柱2
合計
基準
耐力
Fw

開口
高さ
(m)

一体
開口
番号

開口幅
(m)

開口
低減

開口情報 有効
長さ

L
(m)

基礎
仕様

接合部
低減

劣化
低減

標準
骨格

曲線に
乗ずる
係数

-1.001.00 1.818- -1.001.81888 109 321 - 0.80 3.90 1.00 Ⅰ 0.60 0.85 0.48 0.87

---103' 1.00 1.00 0.60 1.09

1.001.001.00321 - 0.80 0.48 0.87

-0.001.00 -- -1.001.818- 41 321 - 0.00 △0.00 - - - - 0.00 0.00

0.001.001.00321 - 0.00 0.00 0.00

-0.001.00 -- -1.001.81873 - 321 - 0.00 △0.00 - - - - 0.00 0.00

0.001.001.00321 - 0.00 0.00 0.00

-0.001.00 -- -1.003.636- - 321 - 0.00 △0.00 - - - - 0.00 0.00

0.001.001.00321 - 0.00 0.00 0.00

-1.001.00 1.818- -1.001.81820 30 321 - 0.80 3.90 1.00 Ⅰ 0.60 0.85 0.48 0.87

---103' 1.00 1.00 0.60 1.09

1.001.001.00321 - 0.80 0.48 0.87

2.1001.001.00 0.000- 0.9091.000.90930 33 321 - 0.80 2.00 0.33 Ⅰ 0.73 0.85 0.19 0.00

1.001.001.00321 - 0.80 0.19 0.00

-1.001.00 1.818- -1.001.81833 43 321 - 0.80 3.90 1.00 Ⅰ 0.60 0.85 0.48 0.87

---103' 1.00 1.00 0.60 1.09

1.001.001.00321 - 0.80 0.48 0.87

-1.001.00 1.818- -1.001.81843 51 321 - 0.80 3.90 1.00 Ⅰ 0.60 0.85 0.48 0.87

---103' 1.00 1.00 0.60 1.09

1.001.001.00321 - 0.80 0.48 0.87

1.7001.001.00 0.000- 1.8181.001.81851 56 321 - 0.80 2.00 0.43 Ⅰ 0.73 0.85 0.25 0.00

1.001.001.00321 - 0.80 0.25 0.00

2.2001.001.00 0.000- 1.8181.001.81856 62 321 - 0.80 2.00 0.31 Ⅰ 1.00 0.85 0.21 0.00

1.001.001.00321 - 0.80 0.21 0.00

1.7001.001.00 0.000- 1.8181.001.81862 75 321 - 0.80 2.00 0.43 Ⅰ 0.60 0.85 0.20 0.00

1.001.001.00321 - 0.80 0.20 0.00

-1.001.00 1.818- -1.001.81875 81 321 - 0.80 3.90 1.00 Ⅰ 0.60 0.85 0.48 0.87

---103' 1.00 1.00 0.60 1.09

1.001.001.00321 - 0.80 0.48 0.87

2.1001.001.00 0.000- 0.9091.000.90981 89 321 - 0.80 2.00 0.33 Ⅰ 0.73 0.85 0.19 0.00

1.001.001.00321 - 0.80 0.19 0.00

-1.001.00 1.818- -1.001.81889 112 321 - 0.80 3.90 1.00 Ⅰ 0.60 0.85 0.48 0.87

---103' 1.00 1.00 0.60 1.09

1.001.001.00321 - 0.80 0.48 0.87

-1.001.00 1.363- -1.001.36321 26 321 - 0.80 3.90 1.00 Ⅰ 0.60 0.85 0.48 0.65

---103' 1.00 1.00 0.60 0.81

1.001.001.00321 - 0.80 0.48 0.65

2.2001.001.00 0.000- 1.8181.001.81826 35 321 - 0.80 2.00 0.31 Ⅰ 0.73 0.85 0.18 0.00

1.001.001.00321 - 0.80 0.18 0.00

【材種コードの表記について】
　　太枠囲み：補強計画で追加、変更された材種
　　Δ　　　：長さ90cm未満の筋かいおよび60cm未満の面、土塗壁
【基準耐力の表記について】
　　Δ　　　：端部に柱がないために耐力、剛性0と扱われる壁
【開口高さの表記について】
　　Δ　　　：垂壁の高さ36cm未満のため、垂壁高さが開口高さに加算されている開口部
【接合部低減係数および劣化低減係数の表記について】
　　* 　　　：直上に他階が載っていないため平屋の低減係数を使用
【標準骨格曲線に乗ずる係数の表記について】
　　Δ　　　：耐力を持つ無開口壁に接していないために耐力・剛性を算定できない開口壁
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材種コード　「4.壁と柱の荷重変形関係と剛性の算出(4)」を参照。
一体開口番号　同じ番号が付いている壁は一体の開口部として評価する。
　　　　　　一体の開口部の係数は○付きの行（安全側となる仕様）で計算。
総合低減係数（面材の場合）　＝階高低減×面材隙間低減×面材釘低減×大壁胴縁下地低減×開口低減×min（接合部低減、劣化低減）
総合低減係数（筋かいの場合）＝筋かい接合部低減×階高低減×min（接合部低減、劣化低減）
　　各種低減の係数表は「4.壁と柱の荷重変形関係と剛性の算出(5)」を参照。
有効長さ L　無開口壁および筋かいの場合　L＝長さ
            開口壁の場合　L＝開口幅   （開口の両側が耐力を有する無開口壁と接していて両端の柱が柱頭柱脚接合部の引抜の検定OK)
                          L＝開口幅／2（開口の片側のみ耐力を有する無開口壁と接していてそちら側の柱が柱頭柱脚接合部の引抜の検定OK)
                          L＝0        （開口の両側とも耐力を有する無開口壁と接していない、または柱頭柱脚接合部の引抜の検定NG)
標準骨格曲線に乗じる係数＝総合低減係数×有効長さ L



壁の標準骨格曲線に乗ずる係数の算出

＜精密診断法2＞

4.壁と柱の荷重変形関係と剛性の算出(1) 日付：2015年02月27日 16:55:48

建物コード：000000

御成小学校旧講堂

ホームズ君耐震診断Pro Ver.4.1.1.0 （プログラム評価範囲外）

■1階Y方向（続き）

柱1
面材
釘

低減

大壁
胴縁
下地
低減

材種
コード

筋かい
接合部
低減

階高
低減

面材
隙間
低減

長さ
(m)

総合
低減
係数

壁の仕様柱2
合計
基準
耐力
Fw

開口
高さ
(m)

一体
開口
番号

開口幅
(m)

開口
低減

開口情報 有効
長さ

L
(m)

基礎
仕様

接合部
低減

劣化
低減

標準
骨格

曲線に
乗ずる
係数

-1.001.00 1.364- -1.001.36435 44 321 - 0.80 3.90 1.00 Ⅰ 0.60 0.85 0.48 0.65

---103' 1.00 1.00 0.60 0.81

1.001.001.00321 - 0.80 0.48 0.65

-1.001.00 0.909- -1.000.90944 49 321 - 0.80 3.90 1.00 Ⅰ 0.60 0.85 0.48 0.43

---103' 1.00 1.00 0.60 0.54

1.001.001.00321 - 0.80 0.48 0.43

2.2001.001.00 0.000- 1.8181.001.81849 54 321 - 0.80 2.00 0.31 Ⅰ 0.73 0.85 0.18 0.00

1.001.001.00321 - 0.80 0.18 0.00

-1.001.00 0.909- -1.000.90954 57 321 - 0.80 3.90 1.00 Ⅰ 0.60 0.85 0.48 0.43

---103' 1.00 1.00 0.60 0.54

1.001.001.00321 - 0.80 0.48 0.43

1.8001.001.00 0.000- 1.3631.001.36363 67 321 - 0.80 2.00 0.40 Ⅰ 0.60 0.85 0.19 0.00

1.001.001.00321 - 0.80 0.19 0.00

-1.001.00 2.273- -1.002.27367 82 321 - 0.80 3.90 1.00 Ⅰ 0.60 0.85 0.48 1.09

---103' 1.00 1.00 0.60 1.36

1.001.001.00321 - 0.80 0.48 1.09

-1.001.00 0.909- -1.000.90924 25 321 - 0.80 3.17 1.00 Ⅰ 0.65 0.85 0.52 0.47

---108 0.70 1.00 0.45 0.40

1.001.001.00422 - 0.80 0.52 0.47

1.7001.001.00 0.681- 1.3631.001.36325 31 321 - 0.80 1.00 0.43 Ⅰ 1.00 0.85 0.29 0.19

1.001.001.00422 - 0.80 0.29 0.19

1.7001.001.00 0.000- 1.3641.001.36431 38 321 - 0.80 1.00 0.43 Ⅰ 0.65 0.85 0.22 0.00

1.001.001.00422 - 0.80 0.22 0.00

-1.001.00 1.818- -1.001.81838 50 321 - 0.80 3.17 1.00 Ⅰ 0.65 0.85 0.52 0.94

---108 0.70 1.00 0.45 0.81

1.001.001.00422 - 0.80 0.52 0.94

1.7001.001.00 0.909- 1.8181.001.81850 55 321 - 0.80 1.00 0.43 Ⅰ 0.65 0.85 0.22 0.19

1.001.001.00422 - 0.80 0.22 0.19

-1.001.00 0.909- -1.000.90955 59 321 - 0.80 3.17 1.00 Ⅰ 0.60 0.85 0.48 0.43

---108 0.70 1.00 0.42 0.38

1.001.001.00422 - 0.80 0.48 0.43

2.4001.001.00 0.000- 1.8181.001.81859 64 321 - 0.80 1.00 0.26 Ⅰ 0.60 0.85 0.12 0.00

1.001.001.00422 - 0.80 0.12 0.00

1.4001.001.00 0.000- 1.3631.001.36364 70 321 - 0.80 1.00 0.51 Ⅰ 0.61 0.85 0.24 0.00

1.001.001.00422 - 0.80 0.24 0.00

-1.001.00 0.455- -1.000.45570 76 Δ321 - 0.80 1.00 1.00 Ⅰ 0.61 0.85 0.00 0.00

1.001.001.00422 - 0.80 0.00 0.00

1.7001.001.00 0.000- 1.8181.001.81876 85 321 - 0.80 1.00 0.43 Ⅱ 0.60 0.85 0.20 0.00

1.001.001.00422 - 0.80 0.20 0.00

【材種コードの表記について】
　　太枠囲み：補強計画で追加、変更された材種
　　Δ　　　：長さ90cm未満の筋かいおよび60cm未満の面、土塗壁
【基準耐力の表記について】
　　Δ　　　：端部に柱がないために耐力、剛性0と扱われる壁
【開口高さの表記について】
　　Δ　　　：垂壁の高さ36cm未満のため、垂壁高さが開口高さに加算されている開口部
【接合部低減係数および劣化低減係数の表記について】
　　* 　　　：直上に他階が載っていないため平屋の低減係数を使用
【標準骨格曲線に乗ずる係数の表記について】
　　Δ　　　：耐力を持つ無開口壁に接していないために耐力・剛性を算定できない開口壁
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材種コード　「4.壁と柱の荷重変形関係と剛性の算出(4)」を参照。
一体開口番号　同じ番号が付いている壁は一体の開口部として評価する。
　　　　　　一体の開口部の係数は○付きの行（安全側となる仕様）で計算。
総合低減係数（面材の場合）　＝階高低減×面材隙間低減×面材釘低減×大壁胴縁下地低減×開口低減×min（接合部低減、劣化低減）
総合低減係数（筋かいの場合）＝筋かい接合部低減×階高低減×min（接合部低減、劣化低減）
　　各種低減の係数表は「4.壁と柱の荷重変形関係と剛性の算出(5)」を参照。
有効長さ L　無開口壁および筋かいの場合　L＝長さ
            開口壁の場合　L＝開口幅   （開口の両側が耐力を有する無開口壁と接していて両端の柱が柱頭柱脚接合部の引抜の検定OK)
                          L＝開口幅／2（開口の片側のみ耐力を有する無開口壁と接していてそちら側の柱が柱頭柱脚接合部の引抜の検定OK)
                          L＝0        （開口の両側とも耐力を有する無開口壁と接していない、または柱頭柱脚接合部の引抜の検定NG)
標準骨格曲線に乗じる係数＝総合低減係数×有効長さ L



壁の標準骨格曲線に乗ずる係数の算出

■1階Y方向（続き）

柱1
面材
釘

低減

大壁
胴縁
下地
低減

材種
コード

筋かい
接合部
低減

階高
低減

面材
隙間
低減

長さ
(m)

総合
低減
係数

壁の仕様柱2
合計
基準
耐力
Fw

開口
高さ
(m)

一体
開口
番号

開口幅
(m)

開口
低減

開口情報 有効
長さ

L
(m)

基礎
仕様

接合部
低減

劣化
低減

標準
骨格

曲線に
乗ずる
係数

1.7001.001.00 0.909- 1.8181.001.81885 90 321 - 0.80 1.00 0.43 Ⅰ 0.60 0.85 0.20 0.18

1.001.001.00422 - 0.80 0.20 0.18

-1.001.00 0.909- -1.000.90990 115 321 - 0.80 3.17 1.00 Ⅰ 0.65 0.85 0.52 0.47

---108 0.70 1.00 0.45 0.40

1.001.001.00422 - 0.80 0.52 0.47

＜精密診断法2＞

4.壁と柱の荷重変形関係と剛性の算出(1) 日付：2015年02月27日 16:55:48
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【材種コードの表記について】
　　太枠囲み：補強計画で追加、変更された材種
　　Δ　　　：長さ90cm未満の筋かいおよび60cm未満の面、土塗壁
【基準耐力の表記について】
　　Δ　　　：端部に柱がないために耐力、剛性0と扱われる壁
【開口高さの表記について】
　　Δ　　　：垂壁の高さ36cm未満のため、垂壁高さが開口高さに加算されている開口部
【接合部低減係数および劣化低減係数の表記について】
　　* 　　　：直上に他階が載っていないため平屋の低減係数を使用
【標準骨格曲線に乗ずる係数の表記について】
　　Δ　　　：耐力を持つ無開口壁に接していないために耐力・剛性を算定できない開口壁
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材種コード　「4.壁と柱の荷重変形関係と剛性の算出(4)」を参照。
一体開口番号　同じ番号が付いている壁は一体の開口部として評価する。
　　　　　　一体の開口部の係数は○付きの行（安全側となる仕様）で計算。
総合低減係数（面材の場合）　＝階高低減×面材隙間低減×面材釘低減×大壁胴縁下地低減×開口低減×min（接合部低減、劣化低減）
総合低減係数（筋かいの場合）＝筋かい接合部低減×階高低減×min（接合部低減、劣化低減）
　　各種低減の係数表は「4.壁と柱の荷重変形関係と剛性の算出(5)」を参照。
有効長さ L　無開口壁および筋かいの場合　L＝長さ
            開口壁の場合　L＝開口幅   （開口の両側が耐力を有する無開口壁と接していて両端の柱が柱頭柱脚接合部の引抜の検定OK)
                          L＝開口幅／2（開口の片側のみ耐力を有する無開口壁と接していてそちら側の柱が柱頭柱脚接合部の引抜の検定OK)
                          L＝0        （開口の両側とも耐力を有する無開口壁と接していない、または柱頭柱脚接合部の引抜の検定NG)
標準骨格曲線に乗じる係数＝総合低減係数×有効長さ L







使用壁材一覧

【材種コードの表記について】
　　'　　　　：釘打ち仕様の筋かい
　　-1 -2　　：補正が掛かっている壁材種

※ 壁材種設定により入力者が任意に追加した材種は網掛けで塗られて表示。

基準
耐力

(kN/m)

変形角(×10^-3rad)に対する強度(kN/m)

0.0 1.0 2.0 3.0 5.0 7.5 10.0 15.0 20.0 30.0 40.0 60.0
コード 材種名

筋かい(30×90)(釘打ち) 0.00 1.35 2.03 2.51 3.10 3.87 4.19 4.81 4.89 2.78 2.37 1.56103' 1.90

筋かい(30×90)(釘打ち)　高さ
低減有り(高さ/幅：5.48 係数：
0.63)

103'-1

筋かい(30×90)(釘打ち)　高さ
低減有り(高さ/幅：3.66 係数：
0.95)

103'-2

筋かい(30×90)(釘打ち)　高さ
低減有り(高さ/幅：3.65 係数：
0.95)

103'-3

K型ブレース2段90×90　釘打
ち

0.00 0.85 1.28 1.59 1.96 2.45 2.64 3.04 3.09 3.03 2.95 2.83108 3.10

木摺り漆喰 0.00 0.11 0.14 0.17 0.24 0.26 0.31 0.38 0.44 0.54 0.64 0.78321 1.00

耐力無 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00422 0.00

筋かい(30×90)(釘打ち) K型ブレース2段90×90　釘打ち 木摺り漆喰

＜精密診断法2＞

4.壁と柱の荷重変形関係と剛性の算出(4) 日付：2015年02月27日 16:55:48
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0.8 0.7

係数表

開口低減係数筋かい接合部低減係数表

大壁胴縁下地低減係数

所定の金物 1.0 1.0 1.0

1.5倍用金物

2.0倍用金物以上

筋かい金物等

0.8

0.9

1.0

3.0未満

0.7

0.8

0.9

3.0～5.0

筋かいの要素基準耐力(kN/m)

0.6

0.7

0.8

5.0以上

釘打ち(2-N75程度)以下

※開口壁は、柱間距離の1/2で分割した上で、無開口壁と接する側のみ
   壁として評価します。
   無開口壁と接しない部分は垂壁・腰壁付き独立柱で評価されます
　 (柱の小径が12cm以上の場合のみ)。
※接する無開口壁が耐力を有し、取り付く柱が柱頭柱脚接合部の引抜の
   検定を満たす場合のみ開口壁の耐力を評価します。

1.5／基準耐力

0.75

(1) 胴縁をN75@200以下 (2) (1)の仕様以外

2超 4以下

2以下

基準耐力
（kN/m）

3／基準耐力

（- －  ・基準耐力＋1.25）

1.0

4超

1
8

低減係数

※30×90また45×90の筋かいの釘打ち仕様は固有の
   基準耐力と標準骨格曲線を使用する。
   （上記の表の低減係数は使用しない）

低減係数＝（（壁高さ－開口高さ）／階高）

階高低減係数（面材の場合）

低減係数 1.0 両側の値を直線補間 0.8

2.7m以下 2.7m超5.0m未満

壁高さ（階高）

5.0m

階高低減係数（筋かいの場合）

壁高さH0と柱間隔Ldの比H0/Ldが3.5を超える場合

低減係数＝3.5×Ld／H0

それ以外の場合 低減係数＝1.0

面材隙間低減係数

低減係数＝壁高さ比×0.9

壁高さ比＝面材が張られている部分の高さ／横架材内法間距離

※壁高さ比が0.7以上で、面材の取り付く柱の小径が基準法
   43条の規定を満たしている場合のみ適用可能。

面材釘低減係数

[釘間隔が所定の間隔と異なる場合]

補正係数＝所定の釘間隔／実際に打たれている釘間隔

[釘の直径が所定の直径より小さい場合]

補正係数＝（実際に打たれている釘の直径／所定の釘の直径）
2

※システム上は、診断者が上記の2つの補正係数をそれぞれ求めて
   掛け合わせた値を設定します。

劣化低減係数

劣化の程度 低減係数

部材に著しい劣化が認められる。

劣化が認められない。

部材に部分的な劣化が認められる。

1.0

0.85

0.7

接合部低減係数

Ａ．基礎仕様がⅠ（健全な鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ基礎）の場合、または2階以上の壁の場合

低減係数＝壁端柱の柱頭柱脚接合部の保有N値／壁端柱の算出N値
　　　　　　　　×(1－(7.0－A1)×0.8／6.0)＋(7.0－A1)×0.8／6.0
　※A1＝N値計算における当該柱両側の壁の倍率差

※壁の両端の柱がどちらも検定NGの場合はより低い低減係数を採用。

壁端柱が柱頭柱脚接合部の引抜の検定NGの場合：

低減係数＝1.0壁端柱が柱頭柱脚接合部の引抜の検定OKの場合：

Ｂ．基礎仕様がⅢ（玉石、石積、ブロック基礎、ひび割れのある無筋コンクリート造の基礎）の場合

Aと同じ方法で求めた低減係数と、下の表で求めた低減係数のうち低いほうを採用する。

[2階建てまたは3階建ての1階の場合]

低減係数 1.0 0.6

2.0

壁の基準耐力(kN/m)

7.03.0 5.0

※壁基準耐力が表の数値の中間の場合は両側の値を直線補間。
   基準耐力2.0kN/m未満の場合は2.0kN/mの値を、7.0kN/m超の
   場合は7.0kN/mの欄の値を使用する。

0.7

[平屋建ての場合]

低減係数 1.0

1.0

壁の基準耐力(kN/m)

2.0

※壁基準耐力が表の数値の中間の場合は両側の値を直線補間。
   基準耐力1.0kN/m未満の場合は1.0kN/mの値を、2.0kN/m超の
   場合は2.0kN/mの欄の値を使用する。

Ｃ．基礎仕様がⅡ（基礎仕様Ⅰ、Ⅲ以外）の場合

Aと同じ方法で求めた低減係数と、Bと同じ方法で求めた低減係数の平均値を採用する。

2

＜精密診断法2＞

4.壁と柱の荷重変形関係と剛性の算出(5) 日付：2015年02月27日 16:55:48
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耐力を算入する垂壁・腰壁付き独立柱の確認

■1階X方向

柱の小径 垂壁種類柱
垂壁

負担幅
(m)

垂壁
基準耐力
(kN/m)

劣化
低減係数

dKc

柱
パターン

曲げ
破壊

可能性

D8 18cm以上24cm未満 垂壁・腰壁 1.81 1.00 0.85

D9 18cm以上24cm未満 垂壁・腰壁 1.81 1.00 0.85

D10 18cm以上24cm未満 垂壁・腰壁 1.81 1.00 0.85

D11 18cm以上24cm未満 垂壁・腰壁 1.81 1.00 0.85

D16 18cm以上24cm未満 垂壁・腰壁 1.81 1.00 0.85

D96 18cm以上24cm未満 垂壁・腰壁 1.81 1.00 0.85

D97 18cm以上24cm未満 垂壁・腰壁 1.81 1.00 0.85

D98 18cm以上24cm未満 垂壁・腰壁 1.81 1.00 0.70

D99 18cm以上24cm未満 垂壁・腰壁 1.81 1.00 0.85

D100 18cm以上24cm未満 垂壁・腰壁 1.81 1.00 0.85

D101 18cm以上24cm未満 垂壁・腰壁 1.81 1.00 0.70

D108 18cm以上24cm未満 垂壁・腰壁 1.81 1.00 0.85

＜精密診断法2＞

4.壁と柱の荷重変形関係と剛性の算出(6) 日付：2015年02月27日 16:55:48
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※無開口壁と接していない柱のみ耐力を算入する。
※「柱パターン」は「4.壁と柱の荷重変形関係と剛性の算出(7)」を参照。
※「垂壁種類」および「垂壁基準耐力」に「*」が付いている柱は、両側の開口壁の種類（垂壁または垂壁・腰壁）
　または壁基準耐力が異なるため、安全側となるほうの仕様が採用されている。
※「曲げ破壊可能性」が「有り」となっている柱は垂壁・腰壁の仕様と柱小径の組み合わせにより地震時に曲げ破壊を
　生じる可能性がある。



耐力を算入する垂壁・腰壁付き独立柱の確認

■1階Y方向

柱の小径 垂壁種類柱
垂壁

負担幅
(m)

垂壁
基準耐力
(kN/m)

劣化
低減係数

dKc

柱
パターン

曲げ
破壊

可能性

D36 18cm以上24cm未満 垂壁・腰壁 1.81 1.00 0.85

D47 18cm以上24cm未満 垂壁・腰壁 1.81 1.00 0.85

D65 18cm以上24cm未満 垂壁・腰壁 1.81 1.00 0.85

D77 18cm以上24cm未満 垂壁・腰壁 1.81 1.00 0.85

C56 18cm以上24cm未満 垂壁のみ *1.81 *2.00 0.85

C62 18cm以上24cm未満 垂壁のみ *1.81 *2.00 0.85

A63 18cm以上24cm未満 垂壁のみ 0.68 2.00 0.85

D31 18cm以上24cm未満 垂壁・腰壁 1.36 1.00 0.85

B64 18cm以上24cm未満 垂壁のみ *1.59 *1.00 0.85

D85 18cm以上24cm未満 垂壁・腰壁 1.81 1.00 0.85

＜精密診断法2＞

4.壁と柱の荷重変形関係と剛性の算出(6) 日付：2015年02月27日 16:55:48

建物コード：000000

御成小学校旧講堂

ホームズ君耐震診断Pro Ver.4.1.1.0 （プログラム評価範囲外）

34

※無開口壁と接していない柱のみ耐力を算入する。
※「柱パターン」は「4.壁と柱の荷重変形関係と剛性の算出(7)」を参照。
※「垂壁種類」および「垂壁基準耐力」に「*」が付いている柱は、両側の開口壁の種類（垂壁または垂壁・腰壁）
　または壁基準耐力が異なるため、安全側となるほうの仕様が採用されている。
※「曲げ破壊可能性」が「有り」となっている柱は垂壁・腰壁の仕様と柱小径の組み合わせにより地震時に曲げ破壊を
　生じる可能性がある。



垂壁・腰壁付き独立柱の標準骨格曲線

変形角(×10^-3rad)に対する強度(kN/m)

0.0 1.0 2.0 3.0 5.0 7.5 10.0 15.0 20.0 30.0 40.0 60.0
柱の小径 垂壁種類

垂壁
基準耐力
(kN/m)

垂壁
負担幅

(m)

柱
パターン

0.00 0.11 0.20 0.29 0.43 0.55 0.64 0.77 0.83 0.77 0.70 0.58垂壁のみ18cm以上24cm未満 1.2未満 2.0～3.0A

0.00 0.11 0.20 0.29 0.43 0.55 0.64 0.77 0.83 0.77 0.70 0.58垂壁のみ18cm以上24cm未満 1.2以上 1.0～2.0B

0.00 0.18 0.35 0.50 0.76 1.01 1.21 1.48 1.69 1.56 1.43 1.17垂壁のみ18cm以上24cm未満 1.2以上 2.0～3.0C

0.00 0.25 0.48 0.68 1.01 1.32 1.55 1.88 2.04 1.91 1.75 1.44垂壁・腰壁18cm以上24cm未満 1.2以上 1.0～2.0D

A. 小径18cm以上24cm未満　垂壁のみ
　負担幅1.2未満　垂壁耐力2.0～3.0

B. 小径18cm以上24cm未満　垂壁のみ
　負担幅1.2以上　垂壁耐力1.0～2.0

C. 小径18cm以上24cm未満　垂壁のみ
　負担幅1.2以上　垂壁耐力2.0～3.0

D. 小径18cm以上24cm未満　垂壁・腰壁
　負担幅1.2以上　垂壁耐力1.0～2.0

＜精密診断法2＞
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壁と柱の荷重変形関係と剛性(補正前）の算出

■1階X方向

壁
／
柱

柱1 柱2 標準
骨格

曲線に
乗ずる
係数

変形角(×10^-3rad)に対する荷重(kN)

0.0 1.0 2.0 3.0 5.0 7.5 10.0 15.0 20.0 30.0 40.0 60.0

材種
コード

／
柱

パターン

剛性
(補正前)
(kN/m)

荷重変形関係(補正前)

壁21 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00422 0.94 81

0.00 0.68 1.03 1.28 1.58 1.98 2.13 2.46 2.50 2.45 2.38 2.29108 0.81

0.00 0.10 0.13 0.15 0.22 0.24 0.29 0.35 0.41 0.50 0.60 0.73321 0.94

壁32 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00422 0.11 1

0.00 0.01 0.01 0.01 0.02 0.02 0.03 0.04 0.04 0.05 0.07 0.08321 0.11

壁43 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00422 0.94 81

0.00 0.68 1.03 1.28 1.58 1.98 2.13 2.46 2.50 2.45 2.38 2.29108 0.81

0.00 0.10 0.13 0.15 0.22 0.24 0.29 0.35 0.41 0.50 0.60 0.73321 0.94

壁54 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00422 0.17 1

0.00 0.01 0.02 0.02 0.04 0.04 0.05 0.06 0.07 0.09 0.10 0.13321 0.17

壁65 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00422 0.50 44

0.00 0.37 0.56 0.69 0.86 1.07 1.16 1.33 1.35 1.33 1.29 1.24108 0.44

0.00 0.05 0.07 0.08 0.12 0.13 0.15 0.19 0.22 0.27 0.32 0.39321 0.50

壁76 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00422 1.23 107

0.00 0.90 1.36 1.70 2.09 2.62 2.82 3.25 3.30 3.24 3.15 3.02108 1.07

0.00 0.13 0.17 0.20 0.29 0.31 0.38 0.46 0.54 0.66 0.78 0.95321 1.23

壁87 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00422 0.00 0

0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00321 0.00

壁98 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00422 0.00 0

0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00321 0.00

壁109 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00422 0.00 0

0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00321 0.00

壁1110 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00422 0.00 0

0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00321 0.00

壁1211 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00422 0.00 0

0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00321 0.00

壁1312 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00422 0.70 61

0.00 0.51 0.78 0.96 1.19 1.49 1.61 1.85 1.88 1.84 1.79 1.72108 0.61

0.00 0.07 0.09 0.11 0.16 0.18 0.21 0.26 0.30 0.37 0.44 0.54321 0.70

壁1413 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00422 0.00 0

0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00321 0.00

壁1514 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00422 0.70 61

0.00 0.51 0.78 0.96 1.19 1.49 1.61 1.85 1.88 1.84 1.79 1.72108 0.61

0.00 0.07 0.09 0.11 0.16 0.18 0.21 0.26 0.30 0.37 0.44 0.54321 0.70

壁1615 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00422 0.00 0

0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00321 0.00

壁1716 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00422 0.00 0

0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00321 0.00

壁1817 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00422 0.87 76

0.00 0.64 0.97 1.20 1.48 1.86 2.00 2.31 2.34 2.30 2.24 2.15108 0.76

0.00 0.09 0.12 0.14 0.20 0.22 0.26 0.33 0.38 0.46 0.55 0.67321 0.87

壁1918 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00422 0.00 0

0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00321 0.00

壁2019 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00422 0.87 76

0.00 0.64 0.97 1.20 1.48 1.86 2.00 2.31 2.34 2.30 2.24 2.15108 0.76

0.00 0.09 0.12 0.14 0.20 0.22 0.26 0.33 0.38 0.46 0.55 0.67321 0.87

壁2120 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00422 0.00 0

0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00321 0.00

壁2221 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00422 0.43 38

0.00 0.32 0.48 0.60 0.74 0.93 1.00 1.15 1.17 1.15 1.12 1.07108 0.38

0.00 0.04 0.06 0.07 0.10 0.11 0.13 0.16 0.18 0.23 0.27 0.33321 0.43

壁2322 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00422 0.52 3

0.00 0.05 0.07 0.08 0.12 0.13 0.16 0.19 0.22 0.28 0.33 0.40321 0.52

＜精密診断法2＞

4.壁と柱の荷重変形関係と剛性の算出(8) 日付：2015年02月27日 16:55:48

建物コード：000000

御成小学校旧講堂

ホームズ君耐震診断Pro Ver.4.1.1.0 （プログラム評価範囲外）
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＜精密診断法2＞

4.壁と柱の荷重変形関係と剛性の算出(8) 日付：2015年02月27日 16:55:48

建物コード：000000

御成小学校旧講堂

ホームズ君耐震診断Pro Ver.4.1.1.0 （プログラム評価範囲外）

壁と柱の荷重変形関係と剛性(補正前）の算出

■1階X方向（続き）

壁
／
柱

柱1 柱2 標準
骨格

曲線に
乗ずる
係数

変形角(×10^-3rad)に対する荷重(kN)

0.0 1.0 2.0 3.0 5.0 7.5 10.0 15.0 20.0 30.0 40.0 60.0

材種
コード

／
柱

パターン

剛性
(補正前)
(kN/m)

荷重変形関係(補正前)

壁2423 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00422 0.47 40

0.00 0.34 0.51 0.63 0.78 0.98 1.05 1.21 1.23 1.21 1.18 1.13108 0.40

0.00 0.05 0.06 0.07 0.11 0.12 0.14 0.17 0.20 0.25 0.30 0.36321 0.47

壁4140 0.00 0.05 0.06 0.07 0.11 0.12 0.14 0.17 0.20 0.25 0.30 0.36321 0.47 76

0.00 0.57 0.83 1.01 1.24 1.49 1.55 1.72 1.75 1.64 1.39 0.92103' 0.59

0.00 0.05 0.06 0.07 0.11 0.12 0.14 0.17 0.20 0.25 0.30 0.36321 0.47

壁4241 0.00 0.13 0.17 0.20 0.29 0.31 0.38 0.46 0.54 0.66 0.78 0.95321 1.23 197

0.00 1.50 2.18 2.64 3.24 3.89 4.06 4.49 4.57 4.28 3.64 2.40103' 1.54

0.00 0.13 0.17 0.20 0.29 0.31 0.38 0.46 0.54 0.66 0.78 0.95321 1.23

壁4342 0.00 0.09 0.12 0.14 0.20 0.22 0.26 0.33 0.38 0.46 0.55 0.67321 0.87 140

0.00 1.06 1.54 1.87 2.29 2.75 2.87 3.18 3.23 3.03 2.58 1.70103' 1.09

0.00 0.09 0.12 0.14 0.20 0.22 0.26 0.33 0.38 0.46 0.55 0.67321 0.87

壁4544 0.00 0.04 0.06 0.07 0.10 0.11 0.13 0.16 0.18 0.23 0.27 0.33321 0.43 69

0.00 0.52 0.76 0.92 1.13 1.36 1.42 1.57 1.60 1.50 1.27 0.84103' 0.54

0.00 0.04 0.06 0.07 0.10 0.11 0.13 0.16 0.18 0.23 0.27 0.33321 0.43

壁4645 0.00 0.02 0.02 0.03 0.04 0.04 0.05 0.07 0.08 0.10 0.12 0.14321 0.19 2

0.00 0.02 0.02 0.03 0.04 0.04 0.05 0.07 0.08 0.10 0.12 0.14321 0.19

壁-46 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00321 0.00 0

0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00321 0.00

壁-- 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00321 0.00 0

0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00321 0.00

壁5857 0.00 0.09 0.12 0.14 0.20 0.22 0.26 0.33 0.38 0.46 0.55 0.67321 0.87 140

0.00 1.06 1.54 1.87 2.29 2.75 2.87 3.18 3.23 3.03 2.58 1.70103' 1.09

0.00 0.09 0.12 0.14 0.20 0.22 0.26 0.33 0.38 0.46 0.55 0.67321 0.87

壁5958 0.00 0.09 0.12 0.14 0.20 0.22 0.26 0.33 0.38 0.46 0.55 0.67321 0.87 140

0.00 1.06 1.54 1.87 2.29 2.75 2.87 3.18 3.23 3.03 2.58 1.70103' 1.09

0.00 0.09 0.12 0.14 0.20 0.22 0.26 0.33 0.38 0.46 0.55 0.67321 0.87

壁-- 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00321 0.00 0

0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00321 0.00

壁6463 0.00 0.19 0.24 0.29 0.41 0.45 0.53 0.66 0.76 0.93 1.11 1.35321 1.74 279

0.00 2.13 3.09 3.74 4.59 5.51 5.75 6.36 6.47 6.06 5.16 3.40103' 2.18

0.00 0.19 0.24 0.29 0.41 0.45 0.53 0.66 0.76 0.93 1.11 1.35321 1.74

壁6867 0.00 0.04 0.06 0.07 0.10 0.11 0.13 0.16 0.18 0.23 0.27 0.33321 0.43 43

0.00 0.32 0.46 0.56 0.69 0.83 0.87 0.96 0.98 0.91 0.78 0.51103'-1 0.33

0.00 0.04 0.06 0.07 0.10 0.11 0.13 0.16 0.18 0.23 0.27 0.33321 0.43

壁6968 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00321 0.00 0

0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00321 0.00

壁7069 0.00 0.04 0.06 0.07 0.10 0.11 0.13 0.16 0.18 0.23 0.27 0.33321 0.43 45

0.00 0.33 0.48 0.58 0.71 0.86 0.89 0.99 1.00 0.94 0.80 0.53103'-1 0.34

0.00 0.04 0.06 0.07 0.10 0.11 0.13 0.16 0.18 0.23 0.27 0.33321 0.43

壁7372 0.00 0.05 0.06 0.07 0.11 0.12 0.14 0.17 0.20 0.25 0.30 0.36321 0.47 76

0.00 0.57 0.83 1.01 1.24 1.49 1.55 1.72 1.75 1.64 1.39 0.92103' 0.59

0.00 0.05 0.06 0.07 0.11 0.12 0.14 0.17 0.20 0.25 0.30 0.36321 0.47

壁7473 0.00 0.13 0.17 0.20 0.29 0.31 0.38 0.46 0.54 0.66 0.78 0.95321 1.23 197

0.00 1.50 2.18 2.64 3.24 3.89 4.06 4.49 4.57 4.28 3.64 2.40103' 1.54

0.00 0.13 0.17 0.20 0.29 0.31 0.38 0.46 0.54 0.66 0.78 0.95321 1.23

壁7574 0.00 0.09 0.12 0.14 0.20 0.22 0.26 0.33 0.38 0.46 0.55 0.67321 0.87 140

0.00 1.06 1.54 1.87 2.29 2.75 2.87 3.18 3.23 3.03 2.58 1.70103' 1.09

0.00 0.09 0.12 0.14 0.20 0.22 0.26 0.33 0.38 0.46 0.55 0.67321 0.87

壁8382 0.00 0.04 0.06 0.07 0.10 0.11 0.13 0.16 0.18 0.23 0.27 0.33321 0.43 69

0.00 0.52 0.76 0.92 1.13 1.36 1.42 1.57 1.60 1.50 1.27 0.84103' 0.54

0.00 0.04 0.06 0.07 0.10 0.11 0.13 0.16 0.18 0.23 0.27 0.33321 0.43

壁8483 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00321 0.00 0
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＜精密診断法2＞

4.壁と柱の荷重変形関係と剛性の算出(8) 日付：2015年02月27日 16:55:48

建物コード：000000

御成小学校旧講堂

ホームズ君耐震診断Pro Ver.4.1.1.0 （プログラム評価範囲外）

壁と柱の荷重変形関係と剛性(補正前）の算出

■1階X方向（続き）

壁
／
柱

柱1 柱2 標準
骨格

曲線に
乗ずる
係数

変形角(×10^-3rad)に対する荷重(kN)

0.0 1.0 2.0 3.0 5.0 7.5 10.0 15.0 20.0 30.0 40.0 60.0

材種
コード

／
柱

パターン

剛性
(補正前)
(kN/m)

荷重変形関係(補正前)

0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00321 0.00

壁8584 0.00 0.04 0.06 0.07 0.10 0.11 0.13 0.16 0.18 0.23 0.27 0.33321 0.43 69

0.00 0.52 0.76 0.92 1.13 1.36 1.42 1.57 1.60 1.50 1.27 0.84103' 0.54

0.00 0.04 0.06 0.07 0.10 0.11 0.13 0.16 0.18 0.23 0.27 0.33321 0.43

壁9291 0.00 0.06 0.08 0.10 0.14 0.15 0.18 0.23 0.26 0.32 0.39 0.47321 0.61 3

0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00422 0.61

壁9392 0.00 0.03 0.04 0.05 0.07 0.07 0.09 0.11 0.13 0.16 0.19 0.23321 0.30 2

0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00422 0.30

壁9493 0.00 0.06 0.07 0.09 0.13 0.14 0.17 0.21 0.25 0.30 0.36 0.44321 0.57 3

0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00422 0.57

壁9594 0.00 0.10 0.13 0.15 0.22 0.24 0.29 0.35 0.41 0.50 0.60 0.73321 0.94 81

0.00 0.68 1.03 1.28 1.58 1.98 2.13 2.46 2.50 2.45 2.38 2.29108 0.81

0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00422 0.94

壁9695 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00321 0.00 0

0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00422 0.00

壁9796 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00321 0.00 0

0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00422 0.00

壁9897 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00321 0.00 0

0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00422 0.00

壁9998 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00321 0.00 0

0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00422 0.00

壁10099 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00321 0.00 0

0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00422 0.00

壁101100 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00321 0.00 0

0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00422 0.00

壁102101 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00321 0.00 0

0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00422 0.00

壁103102 0.00 0.05 0.06 0.07 0.11 0.12 0.14 0.17 0.20 0.25 0.30 0.36321 0.47 41

0.00 0.34 0.52 0.65 0.80 1.00 1.08 1.24 1.26 1.24 1.20 1.16108 0.41

0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00422 0.47

壁104103 0.00 0.04 0.05 0.06 0.09 0.10 0.12 0.15 0.18 0.22 0.26 0.31321 0.41 34

0.00 0.30 0.46 0.57 0.70 0.88 0.95 1.09 1.11 1.09 1.06 1.01108 0.36

0.00 0.04 0.05 0.06 0.09 0.10 0.12 0.15 0.18 0.22 0.26 0.31321 0.41

壁106105 0.00 0.04 0.05 0.06 0.09 0.10 0.12 0.15 0.18 0.22 0.26 0.31321 0.41 34

0.00 0.30 0.46 0.57 0.70 0.88 0.95 1.09 1.11 1.09 1.06 1.01108 0.36

0.00 0.04 0.05 0.06 0.09 0.10 0.12 0.15 0.18 0.22 0.26 0.31321 0.41

壁107106 0.00 0.05 0.06 0.07 0.11 0.12 0.14 0.17 0.20 0.25 0.30 0.36321 0.47 41

0.00 0.34 0.52 0.65 0.80 1.00 1.08 1.24 1.26 1.24 1.20 1.16108 0.41

0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00422 0.47

壁108107 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00321 0.00 0

0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00422 0.00

壁109108 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00321 0.00 0

0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00422 0.00

壁110109 0.00 0.09 0.12 0.14 0.20 0.22 0.26 0.33 0.38 0.46 0.55 0.67321 0.87 76

0.00 0.64 0.97 1.20 1.48 1.86 2.00 2.31 2.34 2.30 2.24 2.15108 0.76

0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00422 0.87

壁111110 0.00 0.05 0.07 0.08 0.12 0.13 0.16 0.19 0.22 0.28 0.33 0.40321 0.52 3

0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00422 0.52

壁112111 0.00 0.09 0.12 0.14 0.20 0.22 0.26 0.33 0.38 0.46 0.55 0.67321 0.87 76

0.00 0.64 0.97 1.20 1.48 1.86 2.00 2.31 2.34 2.30 2.24 2.15108 0.76

0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00422 0.87

壁113112 0.00 0.07 0.09 0.11 0.15 0.16 0.20 0.24 0.28 0.35 0.41 0.50321 0.65 57

0.00 0.48 0.72 0.90 1.11 1.39 1.50 1.73 1.76 1.72 1.68 1.61108 0.57
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＜精密診断法2＞

4.壁と柱の荷重変形関係と剛性の算出(8) 日付：2015年02月27日 16:55:48

建物コード：000000

御成小学校旧講堂

ホームズ君耐震診断Pro Ver.4.1.1.0 （プログラム評価範囲外）

壁と柱の荷重変形関係と剛性(補正前）の算出

■1階X方向（続き）

壁
／
柱

柱1 柱2 標準
骨格

曲線に
乗ずる
係数

変形角(×10^-3rad)に対する荷重(kN)

0.0 1.0 2.0 3.0 5.0 7.5 10.0 15.0 20.0 30.0 40.0 60.0

材種
コード

／
柱

パターン

剛性
(補正前)
(kN/m)

荷重変形関係(補正前)

0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00422 0.65

壁114113 0.00 0.06 0.08 0.10 0.14 0.16 0.19 0.23 0.27 0.33 0.39 0.48321 0.62 3

0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00422 0.62

壁115114 0.00 0.07 0.09 0.11 0.16 0.18 0.21 0.26 0.30 0.37 0.44 0.54321 0.70 61

0.00 0.51 0.78 0.96 1.19 1.49 1.61 1.85 1.88 1.84 1.79 1.72108 0.61

0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00422 0.70

壁121120 0.00 0.08 0.11 0.13 0.19 0.21 0.25 0.30 0.35 0.43 0.51 0.63321 0.81 105

0.00 0.82 1.19 1.44 1.77 2.12 2.21 2.45 2.49 2.33 1.99 1.31103'-2 0.84

0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00422 0.81

壁122121 0.00 0.00 0.01 0.01 0.01 0.02 0.02 0.03 0.03 0.04 0.05 0.06321 0.08 0

0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00422 0.08

壁123122 0.00 0.08 0.11 0.13 0.19 0.21 0.25 0.30 0.35 0.43 0.51 0.63321 0.81 105

0.00 0.82 1.19 1.44 1.77 2.12 2.21 2.45 2.49 2.33 1.99 1.31103'-3 0.84

0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00422 0.81

柱-8 0.00 0.21 0.40 0.57 0.85 1.12 1.31 1.59 1.73 1.62 1.48 1.22D 0.85 32

柱-9 0.00 0.21 0.40 0.57 0.85 1.12 1.31 1.59 1.73 1.62 1.48 1.22D 0.85 32

柱-10 0.00 0.21 0.40 0.57 0.85 1.12 1.31 1.59 1.73 1.62 1.48 1.22D 0.85 32

柱-11 0.00 0.21 0.40 0.57 0.85 1.12 1.31 1.59 1.73 1.62 1.48 1.22D 0.85 32

柱-16 0.00 0.21 0.40 0.57 0.85 1.12 1.31 1.59 1.73 1.62 1.48 1.22D 0.85 32

柱-96 0.00 0.21 0.40 0.57 0.85 1.12 1.31 1.59 1.73 1.62 1.48 1.22D 0.85 32

柱-97 0.00 0.21 0.40 0.57 0.85 1.12 1.31 1.59 1.73 1.62 1.48 1.22D 0.85 32

柱-98 0.00 0.17 0.33 0.47 0.70 0.92 1.08 1.31 1.42 1.33 1.22 1.00D 0.70 27

柱-99 0.00 0.21 0.40 0.57 0.85 1.12 1.31 1.59 1.73 1.62 1.48 1.22D 0.85 32

柱-100 0.00 0.21 0.40 0.57 0.85 1.12 1.31 1.59 1.73 1.62 1.48 1.22D 0.85 32

柱-101 0.00 0.17 0.33 0.47 0.70 0.92 1.08 1.31 1.42 1.33 1.22 1.00D 0.70 27

柱-108 0.00 0.21 0.40 0.57 0.85 1.12 1.31 1.59 1.73 1.62 1.48 1.22D 0.85 32

【変形角に対応する変位量】

剛性：荷重変形関係合計をエネルギー等価な完全弾塑性に置換した際の原点と降伏点を結ぶ直線の傾き。

荷重変形関係：標準骨格曲線の各強度に標準骨格曲線に乗ずる係数を掛けたもの。

7.55.03.02.01.0変形角(×10^-3rad) 0.0 10.0 15.0 20.0 30.0 40.0 60.0

0.0 5.0 10.0 14.9 24.9 37.3 49.8 74.6 99.5 149.3 199.0 298.5変位量(mm)

1階階高 4,975 mm
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壁と柱の荷重変形関係と剛性(補正前）の算出

■1階Y方向

壁
／
柱

柱1 柱2 標準
骨格

曲線に
乗ずる
係数

変形角(×10^-3rad)に対する荷重(kN)

0.0 1.0 2.0 3.0 5.0 7.5 10.0 15.0 20.0 30.0 40.0 60.0

材種
コード

／
柱

パターン

剛性
(補正前)
(kN/m)

荷重変形関係(補正前)

壁271 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00422 0.94 81

0.00 0.68 1.03 1.28 1.58 1.98 2.13 2.46 2.50 2.45 2.38 2.29108 0.81

0.00 0.10 0.13 0.15 0.22 0.24 0.29 0.35 0.41 0.50 0.60 0.73321 0.94

壁3627 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00422 0.26 1

0.00 0.02 0.03 0.04 0.06 0.06 0.08 0.09 0.11 0.14 0.16 0.20321 0.26

壁4736 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00422 0.00 0

0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00321 0.00

壁5247 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00422 0.26 1

0.00 0.02 0.03 0.04 0.06 0.06 0.08 0.09 0.11 0.14 0.16 0.20321 0.26

壁6052 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00422 0.94 81

0.00 0.68 1.03 1.28 1.58 1.98 2.13 2.46 2.50 2.45 2.38 2.29108 0.81

0.00 0.10 0.13 0.15 0.22 0.24 0.29 0.35 0.41 0.50 0.60 0.73321 0.94

壁6560 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00422 0.00 0

0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00321 0.00

壁7765 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00422 0.00 0

0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00321 0.00

壁8677 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00422 0.00 0

0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00321 0.00

壁9186 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00422 0.94 81

0.00 0.68 1.03 1.28 1.58 1.98 2.13 2.46 2.50 2.45 2.38 2.29108 0.81

0.00 0.10 0.13 0.15 0.22 0.24 0.29 0.35 0.41 0.50 0.60 0.73321 0.94

壁283 0.00 0.13 0.17 0.20 0.29 0.31 0.38 0.46 0.54 0.66 0.78 0.95321 1.23 13

0.00 0.13 0.17 0.20 0.29 0.31 0.38 0.46 0.54 0.66 0.78 0.95321 1.23

壁3428 0.00 0.01 0.01 0.02 0.02 0.03 0.03 0.04 0.05 0.06 0.07 0.09321 0.12 1

0.00 0.01 0.01 0.02 0.02 0.03 0.03 0.04 0.05 0.06 0.07 0.09321 0.12

壁3734 0.00 0.02 0.03 0.04 0.06 0.06 0.08 0.09 0.11 0.14 0.16 0.20321 0.26 42

0.00 0.32 0.46 0.56 0.69 0.83 0.87 0.96 0.98 0.91 0.78 0.51103' 0.33

0.00 0.02 0.03 0.04 0.06 0.06 0.08 0.09 0.11 0.14 0.16 0.20321 0.26

壁4837 0.00 0.13 0.17 0.20 0.29 0.31 0.38 0.46 0.54 0.66 0.78 0.95321 1.23 197

0.00 1.50 2.18 2.64 3.24 3.89 4.06 4.49 4.57 4.28 3.64 2.40103' 1.54

0.00 0.13 0.17 0.20 0.29 0.31 0.38 0.46 0.54 0.66 0.78 0.95321 1.23

壁5348 0.00 0.13 0.17 0.20 0.29 0.31 0.38 0.46 0.54 0.66 0.78 0.95321 1.23 197

0.00 1.50 2.18 2.64 3.24 3.89 4.06 4.49 4.57 4.28 3.64 2.40103' 1.54

0.00 0.13 0.17 0.20 0.29 0.31 0.38 0.46 0.54 0.66 0.78 0.95321 1.23

壁6153 0.00 0.13 0.17 0.20 0.29 0.31 0.38 0.46 0.54 0.66 0.78 0.95321 1.23 13

0.00 0.13 0.17 0.20 0.29 0.31 0.38 0.46 0.54 0.66 0.78 0.95321 1.23

壁6661 0.00 0.13 0.17 0.20 0.29 0.31 0.38 0.46 0.54 0.66 0.78 0.95321 1.23 197

0.00 1.50 2.18 2.64 3.24 3.89 4.06 4.49 4.57 4.28 3.64 2.40103' 1.54

0.00 0.13 0.17 0.20 0.29 0.31 0.38 0.46 0.54 0.66 0.78 0.95321 1.23

壁7866 0.00 0.13 0.17 0.20 0.29 0.31 0.38 0.46 0.54 0.66 0.78 0.95321 1.23 197

0.00 1.50 2.18 2.64 3.24 3.89 4.06 4.49 4.57 4.28 3.64 2.40103' 1.54

0.00 0.13 0.17 0.20 0.29 0.31 0.38 0.46 0.54 0.66 0.78 0.95321 1.23

壁7978 0.00 0.02 0.03 0.04 0.06 0.06 0.08 0.09 0.11 0.14 0.16 0.20321 0.26 42

0.00 0.32 0.46 0.56 0.69 0.83 0.87 0.96 0.98 0.91 0.78 0.51103' 0.33

0.00 0.02 0.03 0.04 0.06 0.06 0.08 0.09 0.11 0.14 0.16 0.20321 0.26

壁8779 0.00 0.01 0.01 0.02 0.02 0.03 0.03 0.04 0.05 0.06 0.07 0.09321 0.12 1

0.00 0.01 0.01 0.02 0.02 0.03 0.03 0.04 0.05 0.06 0.07 0.09321 0.12

壁9487 0.00 0.11 0.14 0.17 0.24 0.26 0.31 0.38 0.44 0.54 0.64 0.78321 1.01 11

0.00 0.11 0.14 0.17 0.24 0.26 0.31 0.38 0.44 0.54 0.64 0.78321 1.01

壁116103 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00422 0.81 105

0.00 0.82 1.19 1.44 1.77 2.12 2.21 2.45 2.49 2.33 1.99 1.31103'-2 0.84

0.00 0.08 0.11 0.13 0.19 0.21 0.25 0.30 0.35 0.43 0.51 0.63321 0.81

壁118116 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00422 0.05 0

＜精密診断法2＞

4.壁と柱の荷重変形関係と剛性の算出(8) 日付：2015年02月27日 16:55:48

建物コード：000000

御成小学校旧講堂

ホームズ君耐震診断Pro Ver.4.1.1.0 （プログラム評価範囲外）
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＜精密診断法2＞

4.壁と柱の荷重変形関係と剛性の算出(8) 日付：2015年02月27日 16:55:48

建物コード：000000

御成小学校旧講堂

ホームズ君耐震診断Pro Ver.4.1.1.0 （プログラム評価範囲外）

壁と柱の荷重変形関係と剛性(補正前）の算出

■1階Y方向（続き）

壁
／
柱

柱1 柱2 標準
骨格

曲線に
乗ずる
係数

変形角(×10^-3rad)に対する荷重(kN)

0.0 1.0 2.0 3.0 5.0 7.5 10.0 15.0 20.0 30.0 40.0 60.0

材種
コード

／
柱

パターン

剛性
(補正前)
(kN/m)

荷重変形関係(補正前)

0.00 0.00 0.00 0.00 0.01 0.01 0.01 0.01 0.02 0.02 0.03 0.03321 0.05

壁120118 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00422 0.81 105

0.00 0.82 1.19 1.44 1.77 2.12 2.21 2.45 2.49 2.33 1.99 1.31103'-3 0.84

0.00 0.08 0.11 0.13 0.19 0.21 0.25 0.30 0.35 0.43 0.51 0.63321 0.81

壁117106 0.00 0.08 0.11 0.13 0.19 0.21 0.25 0.30 0.35 0.43 0.51 0.63321 0.81 105

0.00 0.82 1.19 1.44 1.77 2.12 2.21 2.45 2.49 2.33 1.99 1.31103'-2 0.84

0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00422 0.81

壁119117 0.00 0.03 0.05 0.06 0.08 0.09 0.11 0.13 0.15 0.19 0.23 0.28321 0.36 2

0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00422 0.36

壁123119 0.00 0.08 0.11 0.13 0.19 0.21 0.25 0.30 0.35 0.43 0.51 0.63321 0.81 105

0.00 0.82 1.19 1.44 1.77 2.12 2.21 2.45 2.49 2.33 1.99 1.31103'-3 0.84

0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00422 0.81

壁2917 0.00 0.09 0.12 0.14 0.20 0.22 0.26 0.33 0.38 0.46 0.55 0.67321 0.87 140

0.00 1.06 1.54 1.87 2.29 2.75 2.87 3.18 3.23 3.03 2.58 1.70103' 1.09

0.00 0.09 0.12 0.14 0.20 0.22 0.26 0.33 0.38 0.46 0.55 0.67321 0.87

壁3229 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00321 0.00 0

0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00321 0.00

壁3932 0.00 0.09 0.12 0.14 0.20 0.22 0.26 0.33 0.38 0.46 0.55 0.67321 0.87 140

0.00 1.06 1.54 1.87 2.29 2.75 2.87 3.18 3.23 3.03 2.58 1.70103' 1.09

0.00 0.09 0.12 0.14 0.20 0.22 0.26 0.33 0.38 0.46 0.55 0.67321 0.87

壁8071 0.00 0.09 0.12 0.14 0.20 0.22 0.26 0.33 0.38 0.46 0.55 0.67321 0.87 140

0.00 1.06 1.54 1.87 2.29 2.75 2.87 3.18 3.23 3.03 2.58 1.70103' 1.09

0.00 0.09 0.12 0.14 0.20 0.22 0.26 0.33 0.38 0.46 0.55 0.67321 0.87

壁8880 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00321 0.00 0

0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00321 0.00

壁10988 0.00 0.09 0.12 0.14 0.20 0.22 0.26 0.33 0.38 0.46 0.55 0.67321 0.87 140

0.00 1.06 1.54 1.87 2.29 2.75 2.87 3.18 3.23 3.03 2.58 1.70103' 1.09

0.00 0.09 0.12 0.14 0.20 0.22 0.26 0.33 0.38 0.46 0.55 0.67321 0.87

壁41- 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00321 0.00 0

0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00321 0.00

壁-73 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00321 0.00 0

0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00321 0.00

壁-- 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00321 0.00 0

0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00321 0.00

壁3020 0.00 0.09 0.12 0.14 0.20 0.22 0.26 0.33 0.38 0.46 0.55 0.67321 0.87 140

0.00 1.06 1.54 1.87 2.29 2.75 2.87 3.18 3.23 3.03 2.58 1.70103' 1.09

0.00 0.09 0.12 0.14 0.20 0.22 0.26 0.33 0.38 0.46 0.55 0.67321 0.87

壁3330 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00321 0.00 0

0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00321 0.00

壁4333 0.00 0.09 0.12 0.14 0.20 0.22 0.26 0.33 0.38 0.46 0.55 0.67321 0.87 140

0.00 1.06 1.54 1.87 2.29 2.75 2.87 3.18 3.23 3.03 2.58 1.70103' 1.09

0.00 0.09 0.12 0.14 0.20 0.22 0.26 0.33 0.38 0.46 0.55 0.67321 0.87

壁5143 0.00 0.09 0.12 0.14 0.20 0.22 0.26 0.33 0.38 0.46 0.55 0.67321 0.87 140

0.00 1.06 1.54 1.87 2.29 2.75 2.87 3.18 3.23 3.03 2.58 1.70103' 1.09

0.00 0.09 0.12 0.14 0.20 0.22 0.26 0.33 0.38 0.46 0.55 0.67321 0.87

壁5651 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00321 0.00 0

0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00321 0.00

壁6256 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00321 0.00 0

0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00321 0.00

壁7562 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00321 0.00 0

0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00321 0.00

壁8175 0.00 0.09 0.12 0.14 0.20 0.22 0.26 0.33 0.38 0.46 0.55 0.67321 0.87 140

0.00 1.06 1.54 1.87 2.29 2.75 2.87 3.18 3.23 3.03 2.58 1.70103' 1.09
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＜精密診断法2＞

4.壁と柱の荷重変形関係と剛性の算出(8) 日付：2015年02月27日 16:55:48

建物コード：000000

御成小学校旧講堂

ホームズ君耐震診断Pro Ver.4.1.1.0 （プログラム評価範囲外）

壁と柱の荷重変形関係と剛性(補正前）の算出

■1階Y方向（続き）

壁
／
柱

柱1 柱2 標準
骨格

曲線に
乗ずる
係数

変形角(×10^-3rad)に対する荷重(kN)

0.0 1.0 2.0 3.0 5.0 7.5 10.0 15.0 20.0 30.0 40.0 60.0

材種
コード

／
柱

パターン

剛性
(補正前)
(kN/m)

荷重変形関係(補正前)

0.00 0.09 0.12 0.14 0.20 0.22 0.26 0.33 0.38 0.46 0.55 0.67321 0.87

壁8981 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00321 0.00 0

0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00321 0.00

壁11289 0.00 0.09 0.12 0.14 0.20 0.22 0.26 0.33 0.38 0.46 0.55 0.67321 0.87 140

0.00 1.06 1.54 1.87 2.29 2.75 2.87 3.18 3.23 3.03 2.58 1.70103' 1.09

0.00 0.09 0.12 0.14 0.20 0.22 0.26 0.33 0.38 0.46 0.55 0.67321 0.87

壁2621 0.00 0.07 0.09 0.11 0.15 0.16 0.20 0.24 0.28 0.35 0.41 0.50321 0.65 104

0.00 0.79 1.15 1.39 1.70 2.04 2.13 2.36 2.40 2.25 1.91 1.26103' 0.81

0.00 0.07 0.09 0.11 0.15 0.16 0.20 0.24 0.28 0.35 0.41 0.50321 0.65

壁3526 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00321 0.00 0

0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00321 0.00

壁4435 0.00 0.07 0.09 0.11 0.15 0.16 0.20 0.24 0.28 0.35 0.41 0.50321 0.65 104

0.00 0.79 1.15 1.39 1.70 2.04 2.13 2.36 2.40 2.25 1.91 1.26103' 0.81

0.00 0.07 0.09 0.11 0.15 0.16 0.20 0.24 0.28 0.35 0.41 0.50321 0.65

壁4944 0.00 0.04 0.06 0.07 0.10 0.11 0.13 0.16 0.18 0.23 0.27 0.33321 0.43 69

0.00 0.52 0.76 0.92 1.13 1.36 1.42 1.57 1.60 1.50 1.27 0.84103' 0.54

0.00 0.04 0.06 0.07 0.10 0.11 0.13 0.16 0.18 0.23 0.27 0.33321 0.43

壁5449 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00321 0.00 0

0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00321 0.00

壁5754 0.00 0.04 0.06 0.07 0.10 0.11 0.13 0.16 0.18 0.23 0.27 0.33321 0.43 69

0.00 0.52 0.76 0.92 1.13 1.36 1.42 1.57 1.60 1.50 1.27 0.84103' 0.54

0.00 0.04 0.06 0.07 0.10 0.11 0.13 0.16 0.18 0.23 0.27 0.33321 0.43

壁6763 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00321 0.00 0

0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00321 0.00

壁8267 0.00 0.11 0.15 0.18 0.26 0.28 0.33 0.41 0.47 0.58 0.69 0.85321 1.09 174

0.00 1.33 1.93 2.33 2.86 3.44 3.59 3.97 4.03 3.78 3.22 2.12103' 1.36

0.00 0.11 0.15 0.18 0.26 0.28 0.33 0.41 0.47 0.58 0.69 0.85321 1.09

壁2524 0.00 0.05 0.06 0.07 0.11 0.12 0.14 0.17 0.20 0.25 0.30 0.36321 0.47 40

0.00 0.34 0.51 0.63 0.78 0.98 1.05 1.21 1.23 1.21 1.18 1.13108 0.40

0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00422 0.47

壁3125 0.00 0.02 0.02 0.03 0.04 0.04 0.05 0.07 0.08 0.10 0.12 0.14321 0.19 1

0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00422 0.19

壁3831 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00321 0.00 0

0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00422 0.00

壁5038 0.00 0.10 0.13 0.15 0.22 0.24 0.29 0.35 0.41 0.50 0.60 0.73321 0.94 81

0.00 0.68 1.03 1.28 1.58 1.98 2.13 2.46 2.50 2.45 2.38 2.29108 0.81

0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00422 0.94

壁5550 0.00 0.02 0.02 0.03 0.04 0.04 0.05 0.07 0.08 0.10 0.12 0.14321 0.19 1

0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00422 0.19

壁5955 0.00 0.04 0.06 0.07 0.10 0.11 0.13 0.16 0.18 0.23 0.27 0.33321 0.43 38

0.00 0.32 0.48 0.60 0.74 0.93 1.00 1.15 1.17 1.15 1.12 1.07108 0.38

0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00422 0.43

壁6459 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00321 0.00 0

0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00422 0.00

壁7064 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00321 0.00 0

0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00422 0.00

壁7670 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00321 0.00 0

0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00422 0.00

壁8576 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00321 0.00 0

0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00422 0.00

壁9085 0.00 0.01 0.02 0.03 0.04 0.04 0.05 0.06 0.07 0.09 0.11 0.14321 0.18 1

0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00422 0.18

壁11590 0.00 0.05 0.06 0.07 0.11 0.12 0.14 0.17 0.20 0.25 0.30 0.36321 0.47 40
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